
福井県埋蔵文化財調査報告 第１２２集

木 崎 遺 跡

― 一般県道小浜インター線道路改良工事に伴う調査 ―

２０１１

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター



序 文

本書は、一般県道小浜インター線道路改良工事に伴い、小浜市和久里において平成１８

年度に発掘調査を実施した木崎遺跡の発掘調査の成果をとりまとめたものです。

木崎遺跡は北川下流左岸の沖積平野に位置し、弥生時代後期、古墳時代後期、平安時

代の３時期を中心とする複合遺跡です。先に舞鶴若狭自動車道建設に伴う発掘調査を行

った際には、「乃井村」と墨書された灰釉陶器が出土し、若狭国遠敷郡に置かれた濃飯

駅家の濃飯と同音の文字資料であった点で注目を集めました。また、県下で検出された

古墳時代の建物では最大の規模を誇ると考えられる掘立柱建物も確認しました。

今回の調査では、その大型掘立柱建物と軸が揃う建物群を検出することができました。

これらの建物群は、重複がみられないなど計画的な配置がなされていたことがうかがえ

ることから、居館のような大型の掘立柱建物に関連する可能性が高いと考えられます。

本書が今後地域の歴史研究に寄与するとともに、各方面で多くの方がたに活用される

一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査の実施から報告書の刊行に至るまで、関係諸機関をは

じめ、多くの皆様がたから多大なご支援とご協力を賜りましたことに、厚くお礼申し上

げます。

平成２３年３月

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

所 長 南 洋 一 郎
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例 言

１ 本書は、福井県教育庁埋蔵文化財調査センターが一般県道小浜インター線道路改良工事に伴い、平成１８年度に

実施した木崎遺跡（福井県小浜市和久里所在）の発掘調査報告書である。

２ 木崎遺跡の調査は、小浜土木事務所の依頼を受けて福井県教育庁埋蔵文化財調査センターが実施し、文化財調

査員坪田聡子、嘱託職員森下智恵が担当した。また、平成１８年度の工事立会は坪田が担当し、平成２０年度の工事

立会は、主任清水孝之が担当した。

３ 発掘調査は、平成１８年（２００６）１０月１８日から１２月１８日まで実施した。出土遺物の整理作業は、平成１９年（２００７）

４月２日から平成２３年（２０１１）３月３１日まで、福井県教育庁埋蔵文化財調査センターにて実施した。

４ 本書の編集は坪田があたり、主任冨山正明と坪田が分担して執筆した。また、出土した柱根の年輪年代鑑定に

ついては、総合地球環境学研究所・奈良文化財調査研究所の光谷拓実氏より玉稿をいただいた。なお、執筆の分

担は以下のとおりである。

坪田聡子 第１～３・５章 冨山正明 第３章（石器・石製品）

光谷拓実 第４章

５ 木崎遺跡に関するこれまでの成果の発表のうち、本書と齟齬がある場合は、本書をもって訂正したものと了解

されたい。

６ 遺構の図版作成、出土遺物の図化・図版作成、写真撮影は坪田が行い、石器・石製品の図化は冨山が行った。

７ 本書に掲載した地形図および遺構図は、国際航業株式会社に委託して作成したものを一部改変して使用した。

上空からの写真は、航空測量時に上記の委託業者が撮影したものである。

８ 遺物実測図と写真図版などの遺物番号は符号する。写真の縮尺は不同である。

９ 本書における水平レベルの表示は、海抜高（ｍ）を示し、方位はすべて座標北を用いた。また、Ｘ・Ｙ座標値

は、国土方眼座標系第Ⅵ系に基づく。

１０ 色については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖」２００７年度版を基準とする。

１１ 遺物実測図は、断面黒塗りが須恵器を指す。土器に付した薄いスクリーントーンと、石器・石製品の黒塗り部

分は赤色塗彩を示す。

１２ 本書に掲載した遺物と調査に際して作成した図面・写真は、一括して福井県教育庁埋蔵文化財調査センターに

保管してある。

１３ 発掘調査ならびに本書の作成にあたり、次の方々および機関のご協力・ご教示を得た（順不同・敬称略）

出土木器研究会、吉岡泰英

１４ 発掘調査には、地元の方々の参加・ご協力を得た。また、遺物整理作業は、福井県教育庁埋蔵文化財調査セン

ターの整理作業員があたった。
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第１節 調査に至る経緯
木崎遺跡は、遺跡の北方を東西方向に流れる北川と、遺跡の南方を南東から北西方向に流れて北川に

合流する多田川とに挟まれた標高３ｍ前後の低地に位置する（第１図）。遺跡から約２㎞北西方向に進

むと小浜湾に至る。遺跡の西方には和久里集落が形成されており、調査地は水田として利用されていた。

舞鶴若狭自動車道（１）は、舞鶴東インターチェンジから北陸自動車道の敦賀インターチェンジまでを結

ぶ自動車専用道路として平成元年（１９８９）に基本計画が決定された。小浜市和久里地籍では、この舞鶴

若狭自動車道の本線の建設と、本線に連結する一般県道小浜インター線の道路改良工事が計画され、事

業予定地内にある木崎遺跡の試掘調査ならびに発掘調査が実施された。

試掘調査は、舞鶴若狭自動車道の事業予定地と合わせて、平成１６年（２００４）１１月１９日・２２日に福井県

教育庁埋蔵文化財調査センターが実施した。おおよそ２０ｍ間隔で設定した試掘坑を重機で掘削した結果、

遺構は確認されなかったものの、弥生・古墳・平安時代の土器が出土する良好な遺物包含層を検出した。

また、事業予定地の東方に砂層をベースとする微高地が存在することが明らかとなり、その範囲が遺跡

の主体となることが推測された。以上により、両事業予定地内において本調査が必要と判断され、県道

の事業予定地内においては良好な遺物包含層が遺存する範囲がその対象となった。

まず舞鶴若狭自動車道建設事業に伴う発掘調査を平成１８年（２００６）６月１４日から９月６日まで実施し、

続いて一般県道小浜インター線道路改良工事に伴う発掘調査を１０月から開始した。

第２節 調査の経過
一般県道小浜インター線道路改良工事に伴う発掘調査地点は、先に実施した舞鶴若狭自動車道建設事

業に伴う発掘調査地点から西に約８ｍ離れており、平成１８年（２００６）１０月から着手した。また、本調査

終了後の平成１９年（２００７）２月には、パイプライン移設に伴って本調査地点の西方にある農道部分（立

会１区）と、本調査地点の北端に隣接する市道木崎東西線の南側水路部分（立会２区）の工事立会を行

い、平成２０年（２００８）１０月にはＪＲ小浜線に近接する橋脚の敷設部分にあたる本調査地点の南方隣接部

分（立会３区）の工事立会を実施した。

それぞれの期間・面積・航空測量日は以下のとおりである。

本調査

調査面積 ５４０㎡ 調査期間 平成１８年１０月１８日～平成１８年１２月１８日

航空測量日 平成１８年１２月１４日

工事立会

立会１区 立会面積 １０㎡ 立会期間 平成１９年２月７・１３日

立会２区 立会面積 ６６㎡ 立会期間 平成１９年２月２２日～平成１９年３月２日

立会３区 立会面積 １００㎡ 立会期間 平成２０年１０月１６日～平成２０年１０月２０日

註
１ 舞鶴若狭自動車道については、当初「近畿自動車道敦賀線」と呼称していたが、平成１５年（２００３）３月９日に福井県内で一
部開通した際、兵庫県の吉川ジャンクションから福井県の敦賀ジャンクションまでの道路名称が「舞鶴若狭自動車道」に改称
された。

第１章 調査の経緯
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第１図 木崎遺跡位置図（縮尺１／６，０００）

第１章 調査の経緯
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第１節 地理的環境
福井県は、本州中央付近の日本海に面した凹部に位置し、東西約１３０㎞、南北約１００㎞、面積約４，１８９

�をはかる。敦賀市の北東部にある木ノ芽山嶺を境として二分し、北方を嶺北地方、南方を嶺南地方と

呼称している。

嶺南地方は若狭湾に面した狭小な地域であり、令制国の若狭国の範囲に、越前国の一部であった敦賀

市を加えたものとほぼ一致する（第２図）。背後は、丹波高原北縁にあたる若丹山地の山稜を境に京都

府および滋賀県と接している。若狭湾一帯は著しく沈降した地形で、山地は海岸部に迫り、沿岸部は典

型的なリアス式海岸となっている。鋸の歯のように複雑に入り組んだ入り江内は、波が低く水深が深い

ため古くから天然の良港として利用されてきた。その一方で、陸地は起伏が多く、平地に乏しい。

小浜市は嶺南地方の西寄りに位置し、東方に突出する内外海半島と西部に突出する大島半島に挟まれ

た袋状の海岸線を有する小浜湾に面している。市域は東で三方上中郡若狭町と、西から南西にかけて大

飯郡おおい町と接し、南東は野坂山地を挟んで滋賀県高島市と接する。市域には、若丹山地から発する

南川と野坂山地を発する北川という二大河川が流れており、この両河川の流域に回廊状に細長く続く平

野に集落が点在する。河口の複合デルタである小浜平野は、敦賀平野を除けば嶺南地方最大の沖積平野

であり、古代より一貫して若狭国の中心であった。平野の西端では、北東方向に流れてきた南川が流路

を北西方向へと変え、北川と並んで小浜湾に注いでおり、両河川の間を多田川が貫流している。霊峰多

田ヶ岳の山麓を発するこの多田川が流れる谷の出口に位置するのが木崎遺跡である。

第２章 遺跡の地理的・歴史的環境

第２図 若狭湾沿岸の地形区分図（縮尺１／５００，０００）
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第２節 歴史的環境
小浜市域では約２００箇所の遺跡・遺物散布地が確認されており、小浜平野とその周辺山麓部に分布が

集中する。ここでは、木崎遺跡が所在する平野西部域にある弥生時代から中世にかけての遺跡で、内容

が把握できるものを中心に概説したい（第３図・第１表）。

弥生時代

平野に沿った山際縁辺において多くの遺跡が確認されており、近年、高塚遺跡（２８）、中辻堂遺跡（１３）、

下松塚遺跡（３９）、平野遺跡、加茂遺跡などが相次いで調査された。中辻堂遺跡が中期末にかかる以外

はいずれも後期に属する。高塚遺跡と加茂遺跡では平地式住居が検出されている。これらの遺跡は平野

に面する谷の出口に形成された扇状地上に立地しており、該期における集落立地の傾向を示していると

考えられてきた。

一方、小浜平野の中央部は、自然堤防があまり発達せず、居住には適さないとの認識が一般的であっ

たが、舞鶴若狭自動車道建設に伴う府中石田遺跡（１１）や木崎遺跡（１）の調査成果によって、居住域

や墓域として開発されていたことが明らかとなった。府中石田遺跡では、敦賀市吉河遺跡に次いで嶺南

地方で２例目となる方形周溝墓群が発見された。中期中葉から後期にかけてのもので、総検出数は５９基

におよぶ。方形周溝墓群とは区域を違えて掘立柱建物や周溝をもつ建物も検出されたほか、分銅形土製

品や巴形銅器などが県内で初めて出土し、地域の拠点的な集落と考えられる。また、木崎遺跡では、若

狭地方では初例となる後期後半の縦板４枚組の井戸２基が検出されており、集落（居住域）と考えられ

る。この木崎遺跡の南方の丘陵上にあって、同じく舞鶴若狭自動車道建設に伴って調査した木崎山城跡

（２）では、後期後半から末にかけての台状墓２基が確認され、その墳頂部では長軸を揃えて並列する

複数の埋葬施設が検出された。木崎山城跡と木崎遺跡との直線距離は５００m足らずで、どちらからも互

いがよく見える位置にあることから、木崎遺跡に居住した集団が木崎山城跡で検出した台状墓の造成に

関わった可能性が高いと考えられる。これらの調査成果は、若狭湾岸の弥生時代の集落・墓制を考える

上で非常に有意義なものである。

古墳時代

小浜平野および周辺山麓部における古墳分布は、若狭地方でも有数の大型前方後円墳が集中する北川

中流域と、小型古墳や横穴墓が山麓部を中心に群在する下流域とに分けて考えることができる。小浜平

野西部域にあたる後者においては、北川の支流である多田川、遠敷川、松永川沿いが中心域となる。ま

ず、多田川と遠敷川に挟まれた丘陵の北東端には多田古墳群（１９）、同じ丘陵の北西方には検見坂古墳

群（２２）が展開し、あわせて１００基以上の古墳が確認されている。その主体を占めるのは円墳あるいは

方墳、および横穴墓である。また、多田古墳群では多田山上古墳、検見坂古墳群では九花峰古墳と呼ば

れる全長４０ｍ前後の小型前方後円墳がそれぞれ確認されている。両古墳群とも埋葬設備や外部設備につ

いては不明なものがほとんどで、円墳数基に横穴式石室が確認されるにとどまる。なお、横穴式石室を

もつ円墳は、多田川左岸の山裾でも３基が認められ、池町古墳群（１６）と呼ばれている。次に遠敷川と

松永川に挟まれた丘陵には金屋マンダイ山古墳群（３３）・小浴神社裏山古墳群（４７）が展開し、方墳あ

るいは円墳が計２６基確認されている。また、その北西方の平地には円墳３基からなる松塚古墳群（４４）

が、北方には国分古墳（４１）および国分寺古墳（４３）が所在している。国分古墳は前方後円墳と推測さ

れ、江戸時代の出土と伝えられる中国製画文帯四仏四獣鏡１面が現存するほか、埴輪も採集されている。

国分寺古墳は国指定史跡「若狭国分寺跡旧境内」内に所在する。径約５０ｍの円墳とされるが、詳細は不
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番号 遺跡名 種別 時代 番号 遺跡名 種別 時代
1 木崎遺跡 集落跡 弥生・古墳・平安 25 西牟久遺跡 散布地 弥生・古墳・奈良
2 木崎山城跡 墳墓・経�・城跡 弥生・平安・中世 26 下見定遺跡 集落跡 弥生・古墳・平安
3 湯岡城跡 城跡 中世 27 金屋上藺原遺跡 散布地
4 野代遺跡 散布地 平安 28 高塚遺跡 集落跡 弥生・古墳・奈良
5 生守・妙楽寺 寺院跡 29 栗田古墳群 古墳 古墳
6 野寺遺跡 散布地 30 岸の上下遺跡 散布地 平安
7 丸山古墳群 古墳 古墳 31 高塚古墳群 古墳 古墳
8 丸山河床遺跡 散布地 弥生 32 流れ谷古墳 古墳 古墳
9 政広遺跡 散布地 中世 33 マンダイ山古墳群 古墳 古墳
10 府中折手遺跡 散布地 縄文・中世 34 薬師谷古墳群 古墳 古墳
11 府中石田遺跡 墳墓・集落跡 弥生・古墳・平安 35 畦崎遺跡 散布地 奈良
12 壱町田遺跡 散布地 古墳・中世 36 若狭彦神社・下社 神社
13 中辻堂遺跡 散布地 弥生 37 滝村遺跡 散布地 弥生
14 中川原遺跡 散布地 38 馬場遺跡 散布地 奈良・平安
15 多田神社遺跡 包含地 古墳・近世 39 下松塚遺跡 散布地 弥生・古墳・平安
16 池町古墳群 古墳 古墳 40 国分遺跡 散布地 弥生・古墳・奈良・平安
17 多田遺跡 散布地 奈良・中世 41 国分古墳 古墳 古墳
18 多田寺 寺院跡 42 若狭国分寺跡 国史
19 多田古墳群 古墳 古墳 43 国分寺古墳 古墳 古墳
20 多田山城跡 城跡 中世 44 松塚古墳群 古墳 古墳
21 桐谷遺跡 散布地 弥生 45 上松塚遺跡 散布地 奈良・平安
22 検見坂古墳群 古墳 古墳 46 金屋マンダイ山古墳群 古墳 古墳
23 湯谷山城跡 城跡 中世 47 小浴神社裏山古墳群 古墳 古墳
24 遠敷堂ヶ谷遺跡 散布地 48 古屋敷遺跡 散布地 弥生・古墳

第３図 周辺の遺跡分布図（縮尺１／２５，０００）

第１表 遺跡名一覧表

第１表は、福井県遺跡地図遺構地名表をもとに作成した。なお、種別・時代については最新の調査成果に合わせて変更した。
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明であり、古墳とはみなさない説も提起されている。

これらの古墳を墓域とする人々の居住域については未だに不明な点が多いが、舞鶴若狭自動車道建設

に伴う木崎遺跡の発掘調査において、居館とも想定される後期の大型掘立柱建物が検出され、その一端

が明らかとなった。

古代

奈良・平安時代の遺跡は多田川、遠敷川、松永川が流れる各谷の出口付近に多数分布し、この一帯が

若狭国における政治的な中心地であったと推測されている。近年の発掘調査で、下見定遺跡（２６）は１０

世紀初頭から１１世紀中頃、下松塚遺跡は９世紀後半から１０世紀前半、国分遺跡（４０）は８世紀から１０世

紀の時期にそれぞれ位置付けられ、各遺跡からは施釉陶器や輸入陶磁器、墨書土器を含む遺物が出土し

ている。さらに、松永川の東岸に位置する西縄手下遺跡では８世紀中頃から中世前期にわたる多数の遺

構・遺物が検出され、注目を集めた。遺構の規模や配置は段階的に変遷するが、特に９世紀には大規模

な盛土が造成され、その上に大型礎石建物や築地塀が構築される。出土土器は須恵器を主体とし、墨書

土器が多数認められる。そのほか、硯、石帯・帯金具、皇朝十二銭といった遺物も検出されている。こ

うした遺構・遺物は、公的施設の存在を色濃くうかがわせるものであった。

北川右岸の高塚遺跡では、庇付建物などの遺構と共に木簡や人形、多量の船岡式製塩土器が出土して

いる。北川と松永川の合流点付近という立地から８世紀の国府津と想定され、若狭湾岸各地で生産され

た調塩が集積していたものと考えられている。その対岸にある府中石田遺跡（昭和６０～６１年調査）では、

掘立柱建物と共に９世紀後半から１０世紀前半の施釉陶器が検出された。また、この南方にある木崎遺跡

では、１０世紀を中心とする時期の施釉陶器や土師器の椀皿類が多数出土したほか、墨書土器や付札木簡

などの文字資料も確認された。特に「乃井村」と墨書された灰釉陶器は、遠敷郡において初めて出土し

た若狭国濃飯駅家に関連するとみられる資料で、注目に値する。これらの遺跡においても、公的な施設

の存在を想定することが可能である。

また、これらの遺跡を俯瞰できる位置にある木崎山城跡では、集石の下に方形石組をもつ１２世紀後葉

の経塚１基から、刀子・鉄鏃・火打金といった鉄製品や青銅製鏡、青磁など豊富な副納品が出土している。

中世

主な遺跡としては、要衝に築かれた山城が挙げられる。主要幹道である丹後街道を見下ろす位置にあ

るのが、湯岡城（３）と木崎山城跡である。湯岡城は小規模で単純な構造から、１５２２年に若狭守護武田

氏の一国守城として築城された後瀬山城の出城や見張所として利用されたと推測されている。城の成立

は南北朝に求められ、若狭地方で最も古い年代を示している。湯岡城と南川を挟んで対峙する木崎山城

跡は、大規模な堀切を中心とする城で、文献資料は皆無だが曲輪や土橋などがよく遺存している。また、

山城が立地する丘陵の尾根北端付近では、経筒に外容器を被せる形態の経塚１基が検出された。台石を

組む際に多数の銭貨を入れるもので、１３世紀前半に比定される。木崎山城跡と多田川を挟んで対峙する

湯谷山城（２３）は永正・大永・享禄年中の築城と考えられ、城主は武田氏の被官、内藤下総守と伝えら

れる。広範囲に遺構が認められ、ふもとには内藤下総守館跡と伝えられる平場も存在する。なお、城域

の尾根北端付近で１２世紀末～１３世紀に位置付けられる甕や青白磁合子の蓋片、銅銭が検出されており、

かつて経塚が存在したと考えられている。
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第１節 遺構および遺構内出土遺物
第１章で記述したように、一般県道小浜インター線道路改良工事に関しては、発掘調査終了後に隣接

する３箇所の工事立会を行っており、ここではその成果を含めて記述する。

調査区は、１～４層の水田耕作土および圃場整備時の盛土に覆われており、その下層の５・６層が包

含層で、遺構確認面は７層上面である（第４図）。遺構確認面は湧水のある砂層で、調査地点の遺構確

認面の標高は、約８ｍ東方で舞鶴若狭自動車道建設に伴い発掘調査した地点のそれよりも０．２～０．５ｍ低

かった。このため調査中は遺構の崩壊が起こりやすい状況にあり、排水に最も苦心することとなった。

検出した遺構は、掘立柱建物７棟、土坑１基、柱穴約４５０基、溝１１条などがある（第５図）。各遺構の

規模（大きさ・深さなど）や方位（角度）の数値は、すべて遺構確認面を基準として、測量図上で測定

・算出した概測値である。また、出土遺物の詳細については、第２～６表を参照されたい。

１ 掘立柱建物

方形を基調として規則的に配列されている柱穴列を掘立柱建物と認定した。便宜上、柱穴列で構成さ

れる四角形の長軸方向を桁行、短軸方向を梁行と規定している。各掘立柱建物の桁行・梁行の長さは、

各柱穴列の両端に所在する柱穴の中心を直線で結んだ距離を計測している。また、桁行方向は、座標北

に対して、東または西に偏する角度を計測している。

SB０１（第５～７図）

Ｗ２８・Ｗ２９・Ｘ２８・Ｘ２９グリッドで検出した総柱建物である。建物の南側が調査区外にあたり、また

隣接する立会３区では湧水により充分な精査ができなかったため確定はできないが、桁行３間（３．８８ｍ）、

桁行２間（２．８６ｍ）の東西棟の建物である可能性が高いと考えられる。桁行方向はＮ６９°Ｗであり、柱

間寸法は桁行が１．２０～１．４０ｍ、梁行が１．３３～１．５３ｍをはかる。

柱穴は、平面形が隅丸方形または楕円形を呈し、長軸０．７４～１．３７ｍ、短軸０．７４～１．３６ｍ、深さ０．１４～

０．４０ｍをはかる。柱穴 SP２１・２２・２８の掘削は SD０１埋没後であ

る。北東隅の柱穴 SP５０では、中央付近の底面に山石６石がコ

の字状に配置されていた。山石は長軸１３～３０㎝、短軸５～１２㎝、

厚さ９～２２㎝をはかる。石で囲まれた内寸は２０㎝であり、柱を

囲んでいたと考えられることから、同様の規模の柱が立てられ

ていたと推測できる。柱穴内に石が配置されている例を確認し

たのは、この SP５０と、後述する SB０３の柱穴 SP１７１の２基に限

られている。

柱穴 SP２０～２２・２６～２９・３１・４７・４８・５０からは弥生土器の

破片が少量出土している。加えて、SP２９・３１・４７では土師器

の破片、SP２８・４７では須恵器の破片も少量出土している。SP

４７で出土した須恵器の坏身（第７図１）は、底部に回転ヘラケ

ズリ調整を施しており、丸みを帯びる器形を呈する。TK４３型
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第５図 遺構配置図（縮尺１／２５０）
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式、Ⅱ様式４段階に相当すると考えられる。また、

SP２６にはミカン割材の柱根（第７図２）が遺存

していた。この柱根は、今回の調査で検出された

柱根のなかで唯一、年輪年代鑑定を実施できたも

ので、推定伐採年代は６００年代の中頃以降が想定

されている（第４章参照）。

柱穴から出土した須恵器の坏身の年代と、柱根

の推定伐採年代には開きがあるが、SB０１が古墳

時代後期以降の所産であることは確かである。ま

た、SB０２と非常に近接して並立していることか

ら、この２棟が同時期に並存していた蓋然性は低

いと推測される。

第６図 SB０１実測図（縮尺１／８０）

第７図 SB０１柱穴出土遺物実測図
（１：縮尺１／４，２：縮尺１／８） １：SP４７，２：SP２６
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SB０２（第５・８・９図）

Ｗ２７・Ｗ２８・Ｘ２７・Ｘ２８グリッドで検出した側柱建物である。南西隅と南辺中央の柱穴を確認できな

かったが、桁行３間（３．９４ｍ）、梁行２間（３．８８ｍ）の南北棟の建物と考えられる。SB０１の北方に近接

してあり、桁行方向はＮ２１°Ｅである。SB０１の梁行と SB０２の桁行は正確に平行している。柱間寸法は、

桁行が１．２５～１．３７ｍ、梁行が１．８２～２．０６ｍをはかる。

柱穴は、平面形が円形または楕円形を呈し、長軸０．４６～０．８０ｍ、短軸０．４０～０．６７ｍ、深さ０．１２～０．２８

ｍをはかる。SP１５０の掘削は SD０１埋没後である。

柱穴 SP０３～０５・６６・１５０・４０４からは、弥生土器の破片が少量出土しているが、図示できるものはな

い。また、SP１５０・１５２・０３・０４・０５には直径１４～２７㎝の柱根が遺存していた（第９図）。これらを観察

すると、隅にある柱根（第９図１・２）の直径の平均値２６㎝は、間にある柱根（第９図３～５）の直径

の平均値１７㎝を大きく上回っており、隅の柱には直径が大きいものが選択されていたとみられる。SP

０４の柱根（第９図３）は芯去り材で断面が長六角形を呈するが、ほかは芯持ち材で断面が円形を呈する。

隅の柱２本を含む柱根３本（第９図１～３）は基底部を平坦に整えるが、間の柱根２本（第９図４・５）

は基底部を一方もしくは二方から斜めに切り取って尖らせている。

前述のように SB０１の柱穴と SB０２の柱穴が非常に近い位置にあることから、並存していた可能性は低

いと考えられる。しかしながら軸が合致していることから、近接する時期のものと推測される。なお、

SB０１と SB０２の柱穴には切り合いがみられないため、その前後関係については不明である。

第８図 SB０２実測図（縮尺１／８０）
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SB０３（第５・１０・１１図）

Ｙ２７・２８グリッドで検出した柱穴列である。２間（４．４０ｍ）分を検出し、柱間寸法は２．０８～２．３２ｍを

はかる。この柱穴列に対応する柱穴列は東側の調査区外に所在すると考えられる。SB０３は SB０１・０２の

東方にあり、SB０１からは６．５０ｍ離れている。桁行方向はＮ２０°Ｅで、SB０１・０２とほぼ平行する。

柱穴は、平面形が楕円形を呈し、長軸０．７２～１．２０ｍ、深さ０．２５～０．３２ｍをはかる。北西隅の柱穴 SP

１７１の底面には、山石５石がＬ字状に配置されており、山石は長軸１５～２６�、短軸７～１０�、厚さ２～

第９図 SB０２柱穴出土遺物実測図（縮尺１／８） １：SP１５０，２：SP０３，３：SP０４，４：SP１５２，５：SP０５
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１０�をはかる。石で囲まれた内寸と柱痕は同じ１０�

であり、同規模の柱が立てられていたと推定される。

柱穴内に石が配置されていたのは、この SP１７１と前

述の SB０１の柱穴 SP５０の２基だけである。SP１７１で

は弥生土器と土師器の破片、SP１９０では弥生土器の

破片が少量出土しており、SP１７２の上層では石皿（第１１図１）

が出土した。石皿は花崗閃緑岩製で、全体の１／３

程度遺存している。中央部に向かって僅かに窪む平

坦面側には使用痕跡が認められず、反対面に顕著な

磨滅が認められる。両面で使用目的が異なっていた

可能性もある。

SB０４（第５・１２・１３図）

Ｖ２５・Ｖ２６・Ｗ２５・Ｗ２６グリッドで検出した梁行

２間（３．５２ｍ）の側柱建物である。西面は調査区外

にのびているとみられ、桁行は２間（４．７５ｍ）分を

確認している。南北棟の建物で、桁行方向はＮ３４°

Ｅである。柱間寸法は、桁行が２．３５～２．４０ｍ、梁行

が１．７１～１．８１ｍをはかる。

柱穴は、平面形が円形または楕円形を呈し、長軸

０．４７～０．７８ｍ、短軸０．４１～０．６８ｍ、深さ０．１１～０．２５ｍをはかる。SP０６・１１・１３３・４０２では弥生土器の

破片が少量出土しており、すべてに柱根が遺存していた。柱根は直径１５�前後の芯去り材で、基底部は

平坦に整えている。断面は、第１３図１が長八画形、第１３図２が六角形、第１３図３・４が円形を呈する。

SB０５（第５・１４・１５図）

Ｗ２３・Ｗ２４・Ｘ２３・Ｘ２４グリッドで検出した桁行２間（４．８３ｍ）、梁行１間（４．５７ｍ）の側柱建物で

ある。東西棟の建物で、桁行方向はＮ６９°Ｗである。柱間寸法は桁行が２．４１ｍをはかる。

柱穴はすべて楕円形を呈し、長軸０．９２～１．９５ｍ、短軸０．８７～１．００ｍ、深さ０．２５～０．３８ｍをはかる。SP

１１０・３８４・２３８・４４８の平面形が長い楕円形を呈しているのは、柱筋に直交して南側に柱を倒して抜き取

った痕跡の可能性が考えられる。

すべての柱穴から弥生土器の破片が少量出土しており、SP３７４・３７５で出土したものを図示する。第１５

図１・３は、弥生時代後期後半から末にかけての時期のものと考えられる。また、SP３７４には直径１５�の

柱根（第１５図２）が遺存していた。芯去り材で、断面は楕円形を呈する。基底部は平坦に整えている。

第１０図 SB０３実測図（縮尺１／８０）

第１１図 SB０３ SP１７２出土遺物実測図（縮尺１／４）
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SB０６（第５・１６・１７図）

Ｘ２２・Ｘ２３・Ｙ２２・Ｙ２３グリッドで検出した掘立柱建物で、建て替えを行っていると考えられる。

柱穴の切り合いから新段階と判断した建物は、桁行５間（５．８０ｍ）、梁行２間（５．０４ｍ）の側柱建物

である。南北棟の建物で、桁行方向はＮ６７°Ｗである。柱間寸法は、桁行が１．００～１．４０ｍ、梁行が２．３８

～２．６６ｍである。柱穴は、平面形が円形または楕円形を呈し、長軸０．５８～０．９４ｍ、短軸０．３８～０．６０ｍ、

深さ０．２２～０．３９ｍをはかる。柱穴 SP２２８・２７６・３０３・３０８・３１２・３３４・３４８からは弥生土器の破片が少量

出土し、SP３２８では板状石製品（第１７図１）が出土している。板状石製品は、砂岩製の自然礫が利用さ

れる。わずかに窪みを持つ面に磨滅が認められ、右下がり方向の長さ０．５～１．５㎝の細かい擦痕が顕著に

第１２図 SB０４実測図（縮尺１／８０）

第１３図 SB０４柱穴出土遺物実測図（縮尺１／８） １：SP１３３，２：SP１１，３：SP０６，４：SP４０２
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認められる。また、反対面には横方向の傷がみら

れる。また、SP２７６・３１２・３８５には柱根（第１７図

２～４）が遺存していた。残りがよくないが、い

ずれも芯去り材とみられる。

古段階と判断した建物は、桁行５間（５．８０ｍ）、

梁行４間（４．３８ｍ）の側柱建物で、北面に庇が付

く。東西棟の建物で、桁行方向はＮ６７°Ｗである。

母屋の柱間寸法は、桁行が１．００～１．４０ｍ、梁行が

０．８２～１．４８ｍである。母屋と庇の柱間は、桁行で

０．９４ｍをはかる。柱穴は、平面形が円形または楕

円形を呈し、母屋の柱穴は長軸０．３８～０．７８ｍ、短

軸０．２６～０．６０ｍ、深さ０．１４～０．３６ｍをはかる。庇

の柱穴は、長軸０．４０～０．９４ｍ、短軸０．４４～０．７４ｍ、深さ０．２５～０．３３ｍをはかる。柱穴 SP３２７・３３３・３３７・

３４０・３５６・３６１からは弥生土器の破片が少量出土している。また、SP２４０には芯去り材の柱根（第１７図

５）が遺存していた。

第１４図 SB０５実測図（縮尺１／８０）

第１５図 SB０５柱穴出土遺物実測図
（１・３：縮尺１／４，２：縮尺１／８）
１・２：SP３７４，３：SP３７５
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第１７図には SB０６の柱穴と重複するピットの出土遺物も掲載した。竈形土製品（第１７図６）は、柱穴

SP２８５より新しいと考えられる SP２８３で出土した。基部で、内外面に肥厚する。柱穴 SP３１７を切る SP

３２０から出土した須恵器の坏身（第１７図７）は TK４３型式、Ⅱ様式４段階に相当すると考えられる。

SB０６は建て替えを行っていても軸は SB０１～０３・０５と概ね揃っており、整然とした配置がなされてい

たことをうかがわせる。柱穴より新しいピットの出土遺物も含めて判断すれば、SB０６は古墳時代後期

に属する可能性が高いと考えられる。

第１６図 SB０６実測図（縮尺１／８０）
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SB０７（第５・１８・１９図）

Ｗ２２・Ｗ２３・Ｘ２２グリッドで検出した桁行３間（４．５１ｍ）、梁行４間（３．８８ｍ）の側柱建物である。

北東隅とその西隣の柱穴は撹乱のため確認することはできなかった。南北棟の建物であり、桁行方向は

Ｎ６０°Ｗである。柱間寸法は、桁行が０．４７～０．７０ｍ、梁行が０．８９～１．０３ｍである。

第１７図 SB０６柱穴他出土遺物実測図（１・６・７：縮尺１／４，２～５：縮尺１／８）
１：SP３２８，２：SP２８５，３：SP２７６，４：SP３１２，５：SP２４０，６：SP２８３，７：SP３２０

第１８図 SB０７実測図（縮尺１／８０）
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柱穴は、平面形が円形、楕円形または隅丸方形を呈し、長軸０．４７～０．７０ｍ、短軸０．３８～０．６２ｍ、深さ

０．１４～０．２８ｍをはかる。柱穴 SP６２には直径１０�の柱痕が認められ、SP５５・５８・６０・６３・２１８・２１９には

直径１０～１４�の柱根（第１８図２～７）が遺存していた。柱根はすべて芯持ち材で、断面は円形を呈し、

基底部は平坦に整えている。SP５５～６２・２１９・２２０では弥生土器の破片が少量出土しており、SP６２から

は須恵器の破片１点も出土している。SP２１８では土師器の破片が少量出土しており、このうち竈形土製

品（第１９図１）を図示する。庇を貼り付ける付け庇系のもので、焚口の縁部は内傾する面をもつ。

出土遺物から判断すれば、古墳時代後期に属すると遺構と考えられる。

２ 土坑

SK０２（第５・２０図）

Ｘ２５グリッドで検出する。平面形は円形を呈し、直

径１．８２ｍ、深さ０．３８ｍをはかる。断面形は浅皿状を呈

する。遺物は確認していない。

第１９図 SB０７柱穴出土遺物実測図（１：縮尺１／４，２～７：縮尺１／８）
１・２：SP２１８，３：SP２１９，４：SP６３，５：SP６０，６：SP５８，７：SP５５

第２０図 SK０２土層断面図（縮尺１／４０）
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３ 柱穴

多数の柱穴または柱穴状ピットを検出している。柱根が遺存するものが多数あり、それらを中心に記

述する。柱根以外の出土遺物には、弥生時代後期前半の土器（第２４図２７）、弥生時代後期後半から末に

かけての土器、古墳時代中期から後期にかけての土師器（第２２図８）、古墳時代後期から終末期にかけ

ての須恵器（第２２図９～１１・１７・２０・２１、第２４図２８）、竈形土製品（第２２図３・７）、板状石製品（第２４

図３０）などがみられる。

SP０２（第５・２１・２２図）

Ｗ２６グリッドで検出したもので、SD０３埋没後に構築される。平面形は楕円形を呈し、長軸０．４５ｍ、

短軸０．３９ｍ、深さ０．２１ｍをはかる。断面形は角が緩やかな逆台形を呈する。柱穴の中央に芯去り材の柱

根（第２２図１）が遺存するほか、弥生土器の破片が少量出土している。

SP７０（第５・２１・２２図）

Ｗ２３グリッドで検出する。平面形は楕円形を呈し、長軸０．３５ｍ、短軸０．２５ｍ、深さ０．１８ｍをはかる。

断面形はＵ字状を呈し、柱穴の南西寄りに断面が円形を呈する芯持ち材の柱根（第２２図２）が遺存する。

このほかに、弥生土器の破片が少量出土している。

SP８５（第５・２１・２２図）

Ｗ２４グリッドで検出する。平面形は楕円形を呈し、長軸０．８０ｍ、短軸０．７０ｍ、深さ０．３３ｍをはかる。

断面形は角が緩やかな逆台形を呈し、柱穴の南西寄りに柱根（第２２図４）が遺存する。断面が円形を呈

する芯持ち材であり、基底部は平坦に整えている。ほかに遺物は出土していない。

SP９０（第５・２１・２２図）

Ｗ２３グリッドで検出する。SP９１を切って構築される。平面形は楕円形を呈し、長軸０．３０ｍ、短軸０．２６

ｍ、深さ０．２１ｍをはかる。断面形はＵ字状を呈する。柱根（第２２図５）が遺存するが、ほかに遺物は出

土していない。

SP９６（第５・２１・２２図）

Ｗ２３グリッドで検出する。平面形は楕円形を呈し、長軸０．７２ｍ、短軸０．５５ｍ、深さ０．２５ｍをはかる。

断面形は角が緩やかな逆台形を呈し、柱穴の東寄りに柱根（第２２図６）が遺存する。断面が円形を呈す

る芯持ち材で、基底部は平坦に整えている。ほかに、弥生土器の破片が少量出土している。

SP１４８（第５・２１・２２図）

Ｘ２７グリッドで検出したもので、SD０１埋没後に構築される。平面形は楕円形を呈し、長軸０．６７ｍ、

短軸０．４８ｍ、深さ０．１８ｍをはかる。断面形は角が緩やかな逆台形を呈し、柱穴の北寄りに柱根（第２２図

１２）が遺存する。状態が悪いが芯持ちの丸柱と考えられる。ほかに遺物は出土していない。

SP１６４（第５・２１図）

Ｘ２８グリッドで検出する。平面形は楕円形を呈し、長軸０．５０ｍ、短軸０．３４ｍ、深さ０．１１ｍをはかり、

断面形は浅皿状を呈する。柱穴の中央やや東寄りには長軸２７�、短軸１５�、厚さ１１�をはかる長方形の

石が置かれており、礎石の可能性が高いと考えられる。ほかに遺物は出土していない。

SP１９４（第５・２１・２２図）

Ｙ２５グリッドで検出したもので、SP１９３を切って構築される。平面形は楕円形を呈し、長軸０．６０ｍ、

短軸０．３７ｍ、深さ０．１８ｍをはかる。断面形はＵ字状を呈し、柱穴の南寄りに柱根（第２２図１３）が遺存す

る。芯持ちの丸柱で、基底部は平坦に整えている。ほかに、弥生土器の破片が少量出土している。
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第２１図 柱穴実測図１（縮尺１／４０）
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SP１９５（第５・２１・２２図）

Ｘ２５グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、長軸０．６９ｍ、短軸０．６５ｍ、深さ０．３１ｍをはかる。断

面形は角が緩やかな逆台形である。柱穴の中央やや南東寄りには柱根（第２２図１４）が遺存していた。断

面が長方形の五平状を呈し、木取りは板目取りである。ほかに弥生土器の破片が少量出土している。

SP１９９（第５・２１・２２図）

Ｙ２５グリッドで検出したもので、SD０７埋没後に構築される。平面形は楕円形を呈し、長軸０．５０ｍ、

短軸０．４２ｍ、深さ０．３９ｍをはかる。断面形はＵ字状を呈し、柱穴の中央に木片（第２２図１５）が遺存する。

芯持ち材で、柱の一部と考えられる。

SP２０３（第５・２１・２２図）

Ｙ２４グリッドで検出する。平面形は楕円形を呈し、長軸０．４３ｍ、短軸０．３６ｍ、深さ０．２０ｍをはかる。

断面形はＵ字状を呈し、柱穴の北寄りに柱根（第２２図１６）が遺存する。断面が円形を呈する芯持ち材で

あり、基底部は平坦に整えている。ほかに、弥生土器の破片が少量出土している。

SP２０４（第５・２１・２２図）

Ｙ２３グリッドで検出する。平面形は楕円形を呈し、長軸０．７１ｍ、短軸０．６０ｍ、深さ０．２１ｍをはかる。

断面形はＵ字状を呈し、柱穴の北寄りに柱根（第２２図１８）が遺存する。断面が円形を呈する芯持ち材で

あり、基底部は平坦に整えている。ほかに、弥生土器と土師器の破片が少量出土している。

SP２０９（第５・２１・２２図）

Ｙ２５グリッドで検出する。SP２１０に切られる。平面形は円形を呈し、長軸０．５７ｍ、短軸０．６０ｍ、深さ

０．３０ｍをはかる。断面形は角が緩やかな台形を呈する。柱穴の東寄りに柱根（第２２図１９）が遺存してお

り、断面が長方形の五平状を呈する。木取りは板目取りである。ほかに、弥生土器の破片が少量出土し

ている。

SP２２４（第５・２１・２２図）

Ｘ２１グリッドで検出する。SP２２５に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸約０．７ｍ、短軸０．４７ｍ、

深さ０．１９ｍをはかる。断面形は角が緩やかな逆台形で、柱穴の中央に柱根（第２２図２１）が遺存する。断

面が円形を呈する芯持ち材であり、基底部の中央を杭状に尖らせている。ほかに遺物は出土していない。

SP３６５（第５・２１・２２図）

Ｙ２２グリッドで検出する。平面形は不整な楕円形を呈し、長軸０．９４ｍ、短軸０．４７ｍ、深さ０．２３ｍをは

かる。断面形は角が緩やかな逆台形を呈し、柱穴の南東隅には柱根（第２２図２３）が遺存する。断面が円

形を呈する芯持ち材であり、基底部は平坦に整えている。ほかに遺物は出土していない。

SP３８１（第５・２１・２２図）

Ｘ２４グリッドで検出する。掘削中に断面が崩れたため、SP３８２との切り合い関係は不明である。平面

形は円または楕円形と考えられ、直径０．４ｍ前後、深さ０．１７ｍをはかる。断面形は角が緩やかな逆台形

を呈し、柱穴のほぼ中央に断面が円形を呈する芯持ち材の柱根（第２２図２４）が遺存する。ほかに、弥生

土器の破片が少量出土している。

SP３８９（第５・２１・２２図）

Ｗ２４グリッドで検出する。平面形は楕円形を呈し、長軸０．４８ｍ、短軸０．２７ｍ、深さ０．１２ｍをはかる。

断面形は角が緩やかな逆台形を呈し、柱穴の南西寄りに柱根（第２２図２５）が遺存する。状態は悪いが、

断面が円形を呈する芯持ち材と考えられる。ほかに遺物は出土していない。
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第２２図 柱穴出土遺物実測図１（３・７～１１・１７・２０・２２：縮尺１／４，１・２・４～６・１２～１６・１８・１９・２１・２３～２５：縮尺１／８）
１：SP０２，２：SP７０，３：SP７８，４：SP８５，５：SP９０，６：SP９６，７：SP１２９，８～１０：SP１３１，１１・１２：SP１４８，１３：SP１９４，１４：SP１９５，
１５：SP１９９，１６：SP２０３，１７・１８：SP２０４，１９：SP２０９，２０：SP２２２，２１：SP２２４，２２：SP２４３，２３：SP３６５，２４：SP３８１，２５：SP３８９
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SP４１５（第５・２３・２４図）

立会１区、Ｕ３０グリッドで検出する。

パイプ埋設幅の掘削であったため、西側

は確認できなかった。SP４１６を切って構

築される。平面形は隅丸方形と考えられ、

一辺０．４５ｍ、深さ０．２７ｍをはかる。断面

形は角が緩やかな逆台形を呈する。柱穴

の東寄りに断面が楕円形を呈する芯持ち

材の柱根（第２４図２６）が遺存する。ほか

に、弥生土器が少量出土しているが、図

示できるものはない。

SP４３０（第５・２３・２４図）

立会２区、Ｙ２１グリッドで検出する。平面形は楕円形を呈し、長軸０．４５ｍ、短軸０．３９ｍ、深さ０．４２ｍを

はかる。断面形はＵ字状を呈する。弥生土器の破片が少量出土し、柱穴のやや北西寄りに柱根（第２４図

２９）が遺存する。柱根は断面が円形の芯持ち材で、基底部は一方向から斜めに切り取って尖らせている。

SP４３６（第５・２３・２４図）

立会２区、Ｙ２１グリッドで検出する。平面形は楕円形を呈し、長軸０．５９ｍ、短軸０．３８ｍ、深さ０．２５ｍ

をはかる。断面形は角が緩やかな逆台形を呈し、柱穴のやや東寄りに柱根（第２４図３１）が遺存する。断

面が円形を呈する芯持ち材で、基底部の中央を杭状に尖らせている。ほかに弥生土器の破片が少量と、

板状石製品（第２４図３０）が出土している。板状石製品は砂岩製で、厚さ１㎝の薄い板状の自然円礫を使

用し、片面にのみ磨滅が認められる。

第２３図 柱穴実測図２（縮尺１／４０）

第２４図 柱穴出土遺物実測図２（２７・２８・３０：縮尺１／４，２６・２９・３１：縮尺１／８）
２６：SP４１５，２７：SP４１６，２８：SP４２３，２９：SP４３０，３０：SP４３６，３１：SP４３６
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４ 溝

SD０１（第５・２５・２６図）

Ｙ２５～Ｗ２９グリッドにかけて検出したもので、約１２ｍ東方には舞鶴若狭自動車道関連での調査で検出

した SD２０（第３９図）、約７ｍ西方には SD０３がほぼ平行してはしる。SD０６を切る。北東から南西方向に

流れていたと推測される。幅０．９２～２．２５ｍ、深さ０．０７～０．２７ｍをはかり、断面形は角が緩やかな逆台形

を呈する。遺物は弥生土器が大半で、ほかに須恵器、土師器が少量出土している。第２６図１は、直立す

る口縁部外面に擬凹線を施す甕で、時期は弥生時代後期後半と考えられる。

SD０２（第５・２５図）

Ｖ・Ｗ２７グリッドで検出したもので、南西から北東方向に流れていたと推測される。約４ｍ西方には

SD０１、約３ｍ東方には SD０３がほぼ平行してはしる。幅０．２８～０．５２ｍ、深さ０．０９～０．１６ｍをはかり、断

面形は浅皿状を呈する。弥生土器が少量出土しているが、図示できるものはない。

SD０３（第５・２５・２６図）

Ｗ２５～Ｖ２７グリッドにかけて検出する。SD０４を切り、北東から南西方向に流れていたと推測される。

SD０１と平行してはしる。幅０．５８～２．３０ｍ、深さ０．１８～０．３８ｍをはかり、断面形は角が緩やかな逆台形

を呈する。遺物は弥生土器と軽石が出土している。弥生土器は甕、壺、高坏などがあり、弥生時代後期

後半から末に比定される。甕はすべて有段口縁を呈する。口縁部はあまり伸張せず、外傾するもの（第

２６図２・４）と、ほぼ直立するもの（第２６図３）がある。体部は倒卵形を呈し、体部最大径は中位にあ

る。壺（第２６図５）は長頸のもので、直立する口縁部の外面に擬凹線を施す。頸部はミガキ調整を行い、

円形浮文を付加する。脚部（第３６図７）はハの字状にひらく器形で、小孔３孔を穿つ。軽石（第２６図８）

は砥石として使用された可能性がある。図正面下半部に、長さ７㎝、幅４～５㎝の磨滅した平坦面を形

成しているほか、ほぼ全面に渡って擦られたような磨滅が認められ、擦痕は主として長軸方向に残され

ている。また、正面および裏面の上部には、手ずれのような変色した窪みもみられる。

SD０４（第５・２５図）

Ｅ８～Ｋ１２グリッドにかけて検出する。北から南方向に流れて SD０３に注いでいたと推測される。幅

０．４４～０．８０ｍ、深さ０．１１～０．１４ｍをはかり、断面形は角が緩やかな逆台形を呈する。弥生土器が少量出

土しているが、図示できるものはない。

SD０５（第５・２５・２６図）

Ｗ２３・２４グリッドで検出したもので、北から南方向に流れていたと推測される。現状では途切れてい

るが、SD０４または SD０３の流路の一部であった可能性も考えられる。幅０．５８～１．００ｍ、深さ０．１１～０．２０

ｍをはかり、断面形は角が緩やかな逆台形を呈する。弥生時代後期後半から末にかけての土器が出土し

ており、甕・高坏・器台などがみられる（第２６図９～１５）。甕はすべて有段口縁を呈し、口縁部は SD

０３出土資料（第２６図２～４）より伸張するものが多い。口縁部が外傾するもの（第２６図１０～１２）と、直

立して立ち上がり端部付近で外反するもの（第２６図９）がある。唯一、全体の器形を復原できた第２６図

１２をみると、体部は倒卵形を呈し、体部最大径は SD０３出土資料より上位にある。よって、この甕は SD

０３出土資料より新しい時期のものと考えられる。高坏（第２６図１４）は坏部が有段口縁の鉢形を呈するも

ので、大型品である。器台（第３６図１５）は大きく外反する受部に、有段の口縁部が直立する器形を呈す

る。高坏・器台ともに口縁部外面に擬凹線を施す。
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SD０６（第５・２５図）

Ｙ２６グリッドで検出したもので、SD０１に切られる。西から東方向に流れていたと推測される。幅０．２

７～０．４０ｍ、深さ０．０８～０．１４ｍをはかり、断面形はＵ字状を呈する。弥生土器が少量出土しているが、

図示できるものはない。

SD０７（第５・２５図）

Ｘ２４～Ｙ２５グリッドにかけて検出したもので、南東から北西方向に流れていたと推測される。調査区

の制限のため確認できなかったが、SD０１から枝分かれしている可能性が高い。幅０．３０～０．５３ｍ、深さ

０．０７～０．１２ｍをはかり、断面形は角が緩やかな逆台形を呈する。弥生土器が少量出土しているが、図示

できるものはない。

SD０９（第５・２５図）

Ｙ２２グリットで検出する。南から北方向に流れていたと推測される。幅０．３０～０．５７ｍ、深さ０．１０～０．１３

ｍをはかり、断面形は浅皿状を呈する。弥生土器と土師器が少量出土しているが、図示できるものはない。

SD１０（第５・２５・２６図）

立会２区、Ｗ・Ｘ２０グリッドで検出したもので、東から西方向に流れていたと推測される。幅０．２５～

０．４４ｍ、深さ０．１２ｍをはかり、断面形は浅皿状を呈する。上面で竈形土製品が出土したほか、弥生土器

が少量出土している。竈形土製品は２点ある。第２６図１６は体部下半を欠く。庇を貼り付ける付け庇系の

もので、くの字状口縁をもつ。焚口は逆Ｕ字形を呈すると考えられる。体部外面はハケ調整で仕上げる

が、体部内面は粘土積み上げ痕と指頭圧痕が明瞭に残る。第２６図１７は基部で、端部は肥厚しない。体部

内外面はハケ調整、基底部はナデ調整で仕上げている。

SD１１（第５・２５・２６図）

立会２区、Ｗ２０・２１グリッドで検出したもので、北東から南西方向に流れていたと推測される。幅０．２４

～０．４１ｍ、深さ０．１５ｍをはかり、断面形はＵ字状を呈する。弥生土器が少量出土しており、甕１点（第

２６図１８）を図示する。口縁部断面が三角形を呈するもので、外面に擬凹線を施す。時期は弥生時代後期

前半と考えられる。

第２５図 SD土層断面図（縮尺１／４０）
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第２６図 SD出土遺物実測図（縮尺１／４）
１：SD０１，２～８：SD０３，９～１５：SD０５，１６・１７：SD１０，１８：SD１１
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第２節 遺構外出土遺物
包含層から出土したものが主であるが、排水溝や撹乱から出土したものも掲載している。弥生土器、

土師器、須恵器、灰釉陶器、白磁、土錘、石器・石製品、柱根、銭貨を図示する。

弥生土器には、中期と後期前半に比定できるものも少量ある。中期の土器と考えられるのは、甕１点

（第２７図１）である。口頸部を外に折り曲げ、口縁端部は狭小な面をつくる。また、後期前半と考えら

れるものには、甕（第２７図２・３、第２８図２３）、高坏（第２９図５９）がある。甕は内傾する口縁部を有す

る。高坏は坏底部と口縁部の接合部に稜をもち、口縁端部はわずかに肥厚する。

そのほかの弥生土器は後期後半を中心とし、後期末から古墳時代初頭に下るものも含む。甕・壺・高

坏・器台・鉢・蓋がみられる。甕は有段口縁を呈するものが大半であるが、近江の受口状口縁の影響が

認められるもの（第２７図２２）もある。有段口縁の甕は口縁部が直立または外傾し、口縁端部を丸く仕上

げるものが多い。第２７図１８・１９は口縁部が外反し、口縁端部は先細りとなっており、第２７図１９・２０と第

２８図３０は口縁部が伸張している。これらは北陸南西部に分布の中心をもつ月影式の特徴に通じており、

後期末から古墳時代初頭にかけての時期のものと考えられる。壺は、有段口縁の長頸壺（第２８図３２～３５

・３８）、有段口縁の壺（第２８図３１・３６・３７）、広口壺（第２８図３９）、短頸壺（第２８図４０・４１）、無頸壺（第

２８図４３）、長頸壺（第２８図４２）、二重口縁壺（第２８図４４～４６）にわけられる。有段口縁の長頸壺は口縁部

外面に擬凹線を施すものが多く、有段口縁の壺は口縁部外面をナデ調整で仕上げる。広口壺は、口縁部

に粘土を貼り付けて下端を垂下させることで面を形成し、この面に擬凹線を施したのち円形浮文を巡ら

す。二重口縁壺は、口縁部外面に波状文のみを施すもの（第２８図４４）と、波状文の下に円形浮文を貼付

するもの（第２８図４５）がある。補修孔がみられる第２８図４５は、接合しないが、第２８図４６と同一個体であ

る可能性が高い。第２８図４６は頸部にある突帯の上端に刺突を施し、さらに突帯を挟んで羽状になるよう

刺突を巡らしている。当遺跡では、この２点のみ、生駒西麓産とみられる胎土をもつ。高坏は坏部が有

段口縁の鉢形を呈し、口縁部外面に擬凹線を施すものが多い（第２９図６０～７０）。小型高坏（第２９図７１）

は１点のみで、内湾気味に立ち上がる坏底部から屈曲し、外反してのびる口縁部に続く器形を呈する。

器台はすべて口縁部外面に擬凹線を施す。有段口縁を呈するもの（第２９図７６～８０）のうち、口縁部が伸

張した第２９図８０は後期末以降のものと考えられる。第２９図７５は、口縁部が粘土貼付により面を形成する

もので、この面に擬凹線を施した上から円形浮文を貼り付けて加飾する。垂下させた下端には刺突を施

している。壺の可能性もある。鉢は、口縁部が内湾する器形で平底のもの（第３０図８８・８９）、砲弾形で

尖った底部に孔を有するもの（第３０図９１・９２）、椀状の器形を呈するもの（第２９図９０）、有段口縁を呈す

るもの（第３０図９３）がある。脚台（第３０図９４）は有段を呈し、底面に穿孔が認められる。蓋はハの字状

にひらく器形を呈するものが主体である。鈕頂部が明瞭に凹むものが多く、鈕端部を丸くおさめるもの

（第３０図９５・９６・９８・１００）と、鈕端部の上面に面を形成するもの（第３０図９７）、鈕端部の外側面に面を

形成するもの（第３０図９９）がみられる。第３０図９８は鈕の中央に通気孔が貫通している。ほかに鈕頂部が

わずかに凹むもの（第３０図１０１）、鈕頂部が凹まないもの（第３０図１０２）もみられる。

古墳時代中期から後期にかけての土師器と考えられるものには、甕、壺、高坏、椀などがみられる。

甕は、口縁端部が内方にわずかに肥厚する布留系のもの（第３１図１０３）と、くの字状を呈するもの（第

３１図１０４～１１１）がある。壺は、くの字状口縁を呈し、口縁端部を丸くおさめるもの（第３１図１１２・１１４）

と口縁端部に中央がわずかに凹む面を形成するもの（第３１図１１３）がある。高坏は、坏部が坏底部と口

縁部の接合部に明瞭な稜をもち、そこから口縁部が直線的にひらく器形を呈する（第３１図１１５・１１６）。
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第２７図 遺構外出土遺物実測図１（縮尺１／４）
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第２８図 遺構外出土遺物実測図２（縮尺１／４）
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脚部（第３１図１１５・１１７～１１８）は、柱部と裾部との接合部付近で強く屈曲して外反しながらハの字状に

ひらく。椀（第３１図１１９）は、図化したなかで、唯一赤彩が認められる資料で、内湾しながら立ち上が

る口縁部をもつ。

第２９図 遺構外出土遺物実測図３（縮尺１／４）
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古墳時代後期の土師器には甕（第３２図１２０）と羽釜（第３２図１２１）があり、竈形土製品（第３２図１２２～

１３１）も同時期の所産である可能性が高いと考えられる。甕は、口縁内面に回転ナデによる稜線が明瞭

にみられるくの字状口縁、いわゆる段々口縁を呈する。羽釜は鍔部片で、貼り付けていた体部からはが

れたものとみられる。長く突出する器形で、端部は狭小な面をもつ。竈形土製品はすべて破片であり、

部位は焚口と庇、基部が確認できる。焚口がみられるのは第３２図１２２・１２４の２点であり、端部は内傾す

る面をもつ。庇が確認できるものも２点ある。いずれも付け庇で、庇の断面は三角形に近いもの（第３２

図１２３）と、台形に近いもの（第３２図１２４）がある。基部は、端部が内外面に肥厚するもの（第３２図１２６

・１２７）と、外面に肥厚するもの（第３２図１２８・１２９・１３１）、内面に肥厚するもの（第３２図１２５）、基部と

体部の厚みが変わらないもの（第３２図１３０）がある。基部の底面は、ナデ調整で仕上げるもの（第３２図

１２５・１２６）と、製作時の圧痕が残るもの（第３２図１２７～１３１）がある。基部から体部にかけては、輪積み

痕が明瞭に残るものが多い。

古墳時代後期から終末期にかけての須恵器には、坏蓋・坏身・有蓋高坏・無蓋高坏・甕・平瓶・横瓶・

脚台がある。TK４３型式から TK２０９型式に相当するものが中心である。坏蓋（第３３図１３２～１４１）は、天

井部と口縁部との境界が明瞭でないものが大半であるが、第３３図１３２には弱い稜が認められる。口縁端

部は、中央がやや凹む面を形成するもの（第３３図１３２～１３４）と丸くおさめるもの（第３３図１３５～１４１）が

ある。天井部は回転ヘラ切り後回転ヘラケズリ調整を施すものが多い。坏身（第３３図１４２～１４６）は、口

縁部の立ち上がりが低く、口縁端部を丸くおさめるもの大半である。底部は回転ヘラ切り後回転ヘラケ

ズリ調整を施している。第３３図１４２は立ち上がりがやや長く、口縁端部は内傾する面をもっており、図

示したなかでは最も古い様相を示している。有蓋高坏（第３３図１４７）は口縁部の立ち上がりが低く、浅

第３０図 遺構外出土遺物実測図４（縮尺１／４）
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身である。無蓋高坏（第３３図１４８）は口縁部と坏底部の境界に２段の稜を有し、底部口縁部が外反して

立ち上がる器形を呈する。甕は様々な形態の口縁部があり、外傾する口縁端部がやや肥厚するもの（第

３３図１４９）、外傾する口縁端部の下端を垂下させるもの（第３３図１５０）、口縁部をつまみあげて狭小な面を

つくるもの（第３３図１５１）、口縁部端部を外下方に嘴状に引きのばすもの（第３３図１５２）、口縁端部付近を

上下に引き出して明瞭な稜をもつ凹面を形成するもの（第３３図１５３）がみられる。第３３図１５３は口頸部を

沈線で区画し、そのなかを波状文で加飾する。脚台（第３３図１５４）はハの字状にひらく器形を呈する。

平瓶（第３３図１５５）は丸みを帯びる器形で、体部外面にカキ目を施す。横瓶（第３３図１５６）は俵形の体部

に、ほぼ直立して立ち上がり、中位で外反する口縁部が付くものである。口縁端部はわずかに肥厚する。

平安時代に比定される須恵器は少ない。蓋（第３４図１５７）は扁平な器形を呈し、下方に短く折り返し

て口縁部を形成する。宝珠形つまみの接合痕がみられ、９世紀代の所産と考えられる。甕（第３４図１５８）

は、ハの字状に大きくひらく頸部をもつ。口縁部は、下端を垂下させて、狭小な面を形成する。鉢（第

３４図１５９）はわずかに外傾してひらく器形で、口縁端部は丸くおさめる。

第３１図 遺構外出土遺物実測図５（縮尺１／４）
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平安時代の土師器には椀と皿がある。椀（第３５図１６０～１６３）と皿（第３５図１６４）は１０世紀代に比定さ

れ、底部外面に回転糸切り痕がみられる。椀は口縁端部付近で外反する器形を呈し、皿は直線的にひら

く器形を呈する。第３５図１６５は、ての字状口縁を呈する手づくね成形の皿で、１１世紀代に比定される。

灰釉陶器は椀と皿があり、１０世紀代に比定される。椀は大半が貼り付け高台で、三角高台（第３５図１６９）、

稜が不鮮明な三日月高台（第３５図１６７・１６８）、長細くハの字状に開く高台（第３５図１７０）にわけられる。

第３５図１６９は高台内に墨が付着している。削り出し高台の椀（第３５図１７１）は深椀とみられ、体部外面に

回転ヘラケズリ調整を施す。皿（第３５図１７２・１７３）は断面が方形を呈する貼り付け高台をもつ。

輸入磁器は白磁の碗と皿があり、１１世紀後半から１２世紀後半の時期のものと考えられる（１）。第３５図１７４

・１７５は白磁碗Ⅱ－１類に分類され、口縁端部は小さな玉縁状を呈する。底部は高台外面を直に、内面

を斜めに削り出すもので、白磁碗Ⅱ－１類（第３５図１７６）と白磁碗Ⅴ－１類（第３５図１７７）に分類される。

第３５図１７８は白磁皿Ⅷ－１類と考えられ、内面には半月状の陰刻がみられる。

土錘は、全形がわかる資料は１点のみである。第３５図１６６は土師質の管状土錘で、舞鶴若狭自動車道

関係の調査区で通例であった幅２㎝前後のものである。

銭貨は１点（第３５図１７９）のみ確認している。開元通寶とみられ、背面に益とあることから益州で鋳

造されたものと考えられる。舞鶴若狭自動車道関係の調査区で出土したものも含め、初鋳年が最も古い。

柱根３本（第３６図１８０～１８２）については柱穴を確認できなかった。第３６図１８０・１８１は断面が円形を呈

する芯持ち材で、基底部は平坦に整えている。第３６図１８２は、状態が悪いものの芯去り材とみられる。

第３２図 遺構外出土遺物実測図６（縮尺１／４）
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石器・石製品には、板状石製品、ヘラ状石器、磨石類、石冠、不明石製品、蛤刃磨製石斧、切子玉、

砥石などがある。板状石製品は３点ある。第３７図１８３は卵形を呈し、意図的なものか不明だが、先端部

に打ち欠いた剥離がある。全体に研磨した痕跡は無く、周囲は若干擦った痕跡がみられるに止まる。第

３７図１８４は一見扁平片刃石斧を思わせる隅丸方形を呈し、全体に研磨されている。特に側面は直線的に

整形・研磨され、０．５～０．６�の面を成している。上下の辺も一部直線的となり狭い面を形成する。第３７

図１８５はやや粗い砂岩を素材とし、周辺は丁寧に研磨整形されている。表裏面には擦られた痕跡がみら

第３３図 遺構外出土遺物実測図７（縮尺１／４）

第３４図 遺構外出土遺物実測図８（縮尺１／４）
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れ、内側が僅かに窪んでいることから、砥石として使用された可

能性が高い。ヘラ状石器（第３７図１８６・１８７）は、全体が研磨によ

って最終整形される。第３７図１８６の側辺は僅かに抉入する。明確

な刃部の作出は行われていないが、第３７図１８７の下部１／３には、

磨滅痕が明瞭に認められる。磨石類は４点を図示する。第３７図１８８

は小型の棒状磨石で、両端部も含めた全面に磨滅が広がり、断面

は三角形状となる。底辺部に当たる面の一部には、特に強い磨滅

が認められる。第３７図１８９は両面の中央付近が明瞭に窪み、敲打

によるものと考えられる激しい剥落が周囲にみられる。第３７図１９０

は表裏に平滑な磨滅が認められ、一面の中央部に敲打による窪み

が残る。反対面の中央部も敲打痕のような起伏が僅かにみられる。

第３７図１９１は大型の円礫で、表裏面には平滑な磨滅が認められる。

下部は割れて欠損するが、比較的きれいな平坦面を形成しており、

意図的に割られた可能性もある。石冠（第３７図１９２）は、底面が

擦られて平滑になり、主として長軸方向に多くの擦痕が残る。中

間部の抉入は片面に偏重するため、上部は抉入の少ない方へずれ

る。部分的に朱色の顔料が付着しており、元来は全体が赤色塗彩

されていた可能性が高い。第３７図１９３は、下半部が欠損するが元

来はバナナ形をしていた可能性がある石製品で、明瞭ではないが

研磨により整形されたと考えられる。表面にはわずかではあるが

赤色顔料が付着していることから、祭祀に使用された象徴的な石

製品と考えられる。蛤刃磨製石斧の刃部（第３７図１９４）は、刃先に

第３５図 遺構外出土遺物実測図９（１６０～１７８：縮尺１／４，１７９：縮尺１／１）

第３６図 遺構外出土遺物実測図１０
（縮尺１／８）
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微細な刃こぼれがみられる。側面は研磨がやや弱く、敲打痕跡が僅かに残る。切子玉（第３７図１９５）は

水晶製で、片端部１／３は欠損する。表面は磨滅して光沢は失われている。穿孔は主として片面から行

われ、反対側から上端０．５�、深さ０．２�の擂り鉢状の穴をあけて貫通させている。砥石３点は凝灰岩製

の小型品である。第３７図１９６は全面に使用痕がみられ使いこまれているため大きく変形している。上面

の小口は斜行していることから、折損後に再利用したものであろう。第３７図１９７は、下面の小口以外は

全面が使用され、使用による変形もかなり進んでいる。側辺の１本は稜が消えた状態で、丸みを帯びる。

金属によると考えられる細い傷が多くみられる。第３７図１９８は、片小口側は欠損し、側面の４面が使用

されている。使用面の擦痕は顕著にみられるが、使用による変形はあまり進んでいない。

第３７図 遺構外出土遺物実測図１１（１８３～１９４・１９６～１９８：縮尺１／４，１９５：縮尺１／２）

註
１ 横田賢次郎・森田勉 １９７８「大宰府出土の輸入中国陶磁器について－型式分類と編年を中心として－」『九州歴史資料館研
究論集』４ 九州歴史資料館
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挿図
番号 グリッド 出土地 器種･器形 口径

(㎝)
底径
(㎝)

器高
(㎝)

残存率/12 調整･施文･施釉 色 調
胎 土 焼成 備 考

口縁部 底部 外 面 内 面 底 部 内 面 外 面

7図1 X･W28 SB01 SP47 須恵器･坏Ｈ 11.0 9.9 4.45 3.0 6.0 回転ナデ 回転ナデ 回転ヘラ切りのち
回転ヘラケズリ

N7/
灰白色

N7/
灰白色

1㎜程度の白･黒色粒子
少量含む 良

15図1 X23 SB05 SP374 弥生土器･甕 16.2 3.2 ナデ･ハケ ナデ･ハケ･
ケズリ

7.5YR7/4
にぶい橙色

7.5YR8/3
浅黄色

1㎜程度の長石･石英･赤色
粒子･チャート等中量含む 良

15図3 X･W23 SB05 SP375 弥生土器･脚台 (12.6) 2.9 擬凹線(2)･摩滅 摩滅 10YR7/4
にぶい黄橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色

3㎜以下の長石･石英･黒、
赤色粒子少量含む 良

17図6 X23 SB06 SP283 竃形土製品 ハケ ヨコナデ ナデ 2.5YR5/1
黄灰色

10Yr7/2
にぶい黄橙色 1㎜以下の砂粒少量含む 良

17図7 Y22 SB06 SP320 須恵器･坏Ｈ 12.2 7.2 (3.8) 4.0 3.5 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り N6/
灰色

N6/
灰色 1㎜以下の砂粒少量含む 良

19図1 X22 SB07 SP218 竃形土製品 庇貼付･ナデ ナデ 10YR6/3
にぶい黄橙色

10YR7/2
にぶい黄橙色

1㎜以下の長石･石英･雲
母･黒色粒子中量含む 良

22図3 W23 SP78 竃形土製品 ナデ ナデ ナデ 10YR6/3
にぶい黄橙色

10YR6/3
にぶい黄橙色

微細な黒･白･赤色粒子を少
量含む雲母を微量に含む 良

22図7 W25 SP129 竃形土製品 ナデ ナデ･ハケ ナデ 7.5YR6/6
橙色

7.5YR7/4
にぶい橙色

2㎜以下の長石･石英･白色粒子
中量含む1㎜以下のチャート･
黒色粒子･赤色粒子を中量含む

良

22図8 W･X26 SP131 土師器･甕 (14.0) 2.9 ナデ ナデ･ハケ 7.5YR7/4
にぶい橙色

5YR6/6
橙色

2㎜以下の長石･石英･赤色粒
子･チャート･砂岩多量含む 良 外面スス付着

22図9 W･X26 SP131 須恵器･坏Ｈか (11.6) 1.2 回転ナデ 回転ナデ N5/
灰色

N5/
灰色 1㎜以下の砂粒少量含む 良

22図10 W･X26 SP131 須恵器･高坏 回転ナデ･回転ヘラ切
り･脚部貼付のちナデ 回転ナデ

5Y7/1
灰白色

5Y3/1
オリーブ黒色

1㎜程度の白･黒色粒子
少量含む 良 小孔(3)

22図11 W27･
X27･28

SP148･
包含層 須恵器･壺 回転ナデ 回転ナデ 回転ヘラケズリ N6/

灰色
N6/
灰色

1㎜程度の白･黒色粒子
少量含む 良

22図17 Y23 SP204 須恵器･鉢 (26.7) 0.5 回転ナデ 回転ナデ N6/
灰色

N6/
灰色 1㎜程度の砂粒少量含む 良

22図20 Y24 SP222 須恵器･� 回転ナデ･沈線･
波状文 回転ナデ N7/

灰白色
7.5Y5/1
灰色 1㎜以下の砂粒少量含む 良 外面自然釉

22図22 X24 SP243 須恵器･坏Ｈ (12.0) 1.0 回転ナデ 回転ナデ N6/
灰色

N6/
灰色 微細な砂粒少量含む 良

24図27 U30 SP416･
包含層 弥生土器･高坏 (21.3) 11.7 15.95 2.3 7.3 ハケ ミガキ･摩滅 10YR7/3

にぶい黄橙色
10YR7/4
にぶい黄橙色

微細～3㎜程度の赤色粒子･長
石･石英･チャート中量含む 良

24図28 W22 SP423 須恵器･高坏 (12.0) 1.1 回転ナデ 回転ナデ N5/
灰色

5Y3/1
オリーブ黒色 1㎜以下の砂粒少量含む 良 口縁部内面と

外面自然釉

26図1 Y26 SD01 弥生土器･甕 17.0 1.9 ナデ･擬凹線(3)･
ハケ ナデ･ケズリ 5Y4/1

灰色
7.5YR7/6
橙色

1㎜以下の長石･石英･砂
岩･チャート等中量含む 良

26図2 W26 SD03･
遺構面直上 弥生土器･甕 14.2 3.8 16.3 4.5 12.0 ナデ･擬凹線(2)･ハケ ナデ･ケズリ ハケ 7.5YR6/4

にぶい橙色
7.5YR7/3
にぶい橙色

1～2㎜の赤色粒子･長石･石英
･チャート･砂岩等多量含む 良 外面スス付着･

黒斑あり

26図3 V･W26･
W28 SD03 弥生土器･甕 15.3 3.7 15.3 8.5 12.0 ナデ･擬凹線(4)･ハケ ナデ･ケズリ ハケのちナデ 5YR6/4

にぶい橙色
5YR6/4
にぶい橙色

微細～4㎜の赤色粒子･長石･石
英･砂岩･チャート等中量含む 良 外面スス付着

26図4 V･W26 SD03 弥生土器･甕 16.0 3.8 7 4.0 ナデ･ハケ ナデ･ケズリ ナデ 10YR3/1
黒褐色

10YR4/2
灰黄褐色

微細～1㎜程度の白･黒･
赤色粒子少層量含む 良 外面スス付着

26図5 V･W26･
V27 SD03 弥生土器･壺 15.0 8.5 擬凹線(3)･ハケのち

ミガキ･円形浮文
指頭圧痕･
ハケ･ケズリ

10YR7/4
にぶい黄橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色

1～3㎜の赤･白色粒子･チ
ャート･砂岩等少量含む 良

26図6 W26 SD03 弥生土器･体部 3.8 12.0 ハケのちミガキ 指頭圧痕･
ケズリ ケズリ 10YR7/2

にぶい黄橙色
10YR7/2
にぶい黄橙色

微細～1㎜程度の赤･黒･
白色粒子中量含む 良 外面スス付着

26図7 V･W26･
27 SD03 弥生土器･高坏 (15.2) 2.3 ナデ･摩滅 しぼり･ハケ 10YR7/3

にぶい黄橙色
7.5YR7/4
にぶい橙色

1㎜以下の白･赤･黒色粒
子少量含む 良 小孔(3)

26図9 W23･24 SD05･
包含層 弥生土器･甕 (17.8) 5.3 擬凹線(5)･ハケ･

列点文 ナデ･ケズリ 10YR6/3
にぶい黄橙色

10YR6/3
にぶい黄橙色

1～2㎜の長石･石英･チ
ャート･砂岩等中量含む 良 外面スス付着

26図10 W24 SD05･
遺構面直上 弥生土器･甕 16.2 4.1 ハケ･列点文 ナデ･ケズリ 10YR7/3

にぶい黄橙色
10YR7/3
にぶい黄橙色

1～4㎜の赤色粒子･長石･石
英･砂岩チャート中量含む 良 外面スス付着

26図11 W24 SD05 弥生土器･甕 16.8 2.3 擬凹線(2)･ハケ ナデ･ケズリ 10YR7/3
にぶい黄橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色

1～2㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート等中量含む 良 外面スス付着

26図12 W23 SD05 弥生土器･甕 (19.0) (3.8) (26.7) 10.0 8.5 ナデ･ハケ ナデ･ケズリ 摩滅 7.5YR7/4
にぶい橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色

1～5㎜程度の赤色粒子･長石･石
英･砂岩･チャート等多量含む 良

26図13 W24 SD05 弥生土器･甕 (14.0) 1.7 ハケ ナデ･ケズリ 5YR6/6
橙色

7.5YR7/6
橙色

1～3㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート等多量含む 良 外面スス付着

26図14 W24 SD05 弥生土器･高坏 (24.5) 1.9 擬凹線(5)･摩滅 摩滅 7.5YR7/6
橙色

7.5YR7/4
にぶい橙色

1～3㎜の白･黒･赤色粒
子中量含む 良

26図15 W24･Y22 SD05･
包含層 弥生土器･器台 (20.6) 2.5 擬凹線(6)･ミガキ ミガキ 10YR7/3

にぶい黄橙色
10YR7/2
にぶい黄橙色

微細～2㎜程度の赤･白･
黒色粒子･雲母少量含む 良 外面スス付着

26図16 X20 SD10 竃形土製品 26.4 2.8 ナデ･ハケ･
指頭圧痕 ナデ･指頭圧痕 10YR6/1

褐灰色
5YR6/6
橙色

微細～1㎜程度の黒･白･
赤色粒子･雲母中量含む 良 外面スス付着

26図17 X20 SD10 竃形土製品 ハケ ハケ 擦化状痕 7.5YR7/4
にぶい橙色

7.5YR7/6
橙色

3㎜以下の長石･石英･チ
ャート少量含む 良

26図18 W21 SD11 弥生土器･甕 (18.2) 1.9 ナデ･擬凹線(3)･
ハケ ナデ･ケズリ 10YR7/3

にぶい黄橙色
10YR7/3
にぶい黄橙色

2㎜以下の長石･石英･チャ
ート･赤色粒子中量含む 良

27図1 W28 遺構面直上･
包含層 弥生土器･甕 (15.5) 2.5 ナデ･ハケ ナデ 5YR6/6

橙色
7.5YR6/4
にぶい橙色

1～2㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート等中量含む 良 外面スス付着

27図2 W23 包含層 弥生土器･甕 25.0 0.4 擬凹線(4)･ナデ･
指頭圧痕･ハケ ナデ･ケズリ 10YR7/3

にぶい黄橙色
10YR7/3
にぶい黄橙色

1～㎜の赤色粒子･長石･石
英･チャート等中量含む 良

27図3 Y22 包含層 弥生土器･甕 (22.9) 0.8 擬凹線(2)･
指頭圧痕･摩滅 ナデ･ケズリ 10YR7/3

にぶい黄橙色
2.5YR4/1
黄灰色

1～2㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート等少量含む 良 外面スス付着

27図4 Y22 包含層 弥生土器･壺 (14.0) 3.2 擬凹線(4)･ナデ ハケ･ケズリ 7.5YR6/4
にぶい橙色

7.5YR6/6
橙色

微細～2㎜程度の赤色粒子･長石･石
英･チャート･砂岩･雲母等中量含む 良

27図5 W22 包含層 弥生土器･甕 (16.8) 1.5 ナデ･擬凹線(3)･
摩滅 ナデ･ケズリ 7.5YR7/4

にぶい橙色
7.5YR7/4
にぶい橙色

微細～5㎜の赤色粒子･石英･長
石･砂岩･チャート等少量含む 良 外面スス付着

27図6 W23 包含層 弥生土器･甕 12.8 1.1 ナデ･擬凹線(2)･
刺突

ナデ･ハケ･
ケズリ

10YR7/3
にぶい黄橙色

2.5Y7/3
浅黄色

微細～6㎜程度の赤･白･
黒色粒子少量含む 良

27図7 W25 包含層 弥生土器･甕 18.4 1.3 擬凹線(1)･ナデ ナデ･ケズリ 2.5YR6/6
橙色

2.5YR6/6
橙色

1～2㎜の長石･石英･チ
ャート･砂岩等中量含む 良

27図8 W23 包含層 弥生土器･甕 13.8 3.1 15.5 3.2 4.2 ナデ･擬凹線(2)･
ハケ ナデ･ケズリ ハケ 10YR8/3

浅黄橙色
10YR8/3
浅黄橙色

微細～3㎜程度の赤色粒子･長石･
石英･チャート･砂岩等多量含む 良

27図9 W22 包含層 弥生土器･甕 (17.0) 2.8 ナデ･擬凹線(3)･
ハケ ナデ･ケズリ 10YR7/2

にぶい黄橙色
7.5YR7/4
にぶい橙色

1～3㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート等中量含む 良 外面スス付着

27図10 W25 包含層 弥生土器･甕 17.8 2.3 ナデ･擬凹線(4)･
ハケ ナデ･ケズリ 10YR6/4

にぶい黄橙色
10YR5/3
にぶい黄橙色

微細～5㎜の黒･白･赤色
粒子少量含む 良 外面スス付着

27図11 X25 包含層 弥生土器･甕 19.4 2.4 ナデ･擬凹線(2)･
ハケ ナデ･ケズリ 10YR6/3

にぶい黄橙色
10YR5/3
にぶい黄橙色

1～5㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート等少量含む 良

27図12 Y24 包含層 弥生土器･甕 (18.2) 4.3 擬凹線(4)･
列点文･摩滅 摩滅･ケズリ 5YR4/6

赤褐色
7.5YR4/3
褐色

1～2㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート中量含む 良

27図13 W22 包含層 弥生土器･甕 (20.1) 2.9 ナデ･擬凹線(5)･
ハケ･列点文 ナデ･ケズリ 10YR7/2

にぶい黄橙色
10Yr7/2
にぶい黄橙色

1～2㎜の長石･石英･チ
ャート等少量含む 良 外面スス付着

27図14 X19 包含層 弥生土器･甕 (17.4) 2.8 擬凹線(11)･
ナデ･摩滅 ナデ･ケズリ 10YR7/2

にぶい黄橙色
10YR8/3
浅黄橙色

微細～4㎜程度の赤色粒子･長石･
石英･チャート･砂岩等少量含む 良

27図15 Y24 包含層 弥生土器･甕 (20.0) 1.9 擬凹線(1)･摩滅 ナデ･ケズリ 5YR6/6
橙色

2.5YR5/8
明赤褐色

微細～5㎜程度赤色粒子･長石
･石英･チャート等多量含む 良

27図16 X25 包含層 弥生土器･甕 (20.2) 3.3 ナデ ナデ･ケズリ 5YR6/6
橙色

7.5YR6/6
橙色

微細～4㎜程度の赤色粒子･長石･
石英･チャート･砂岩等多量含む 良

27図17 X23 包含層 弥生土器･甕 (15.4) 3.2 ナデ･擬凹線(3)･
ハケ ナデ･ケズリ 2.5YR5/8

明赤褐色
5YR6/6
橙色

微細～4㎜の赤色粒子･長石･
石英･砂岩･チャート中量含む 良 黒斑あり

27図18 W24 包含層 弥生土器･甕 18.0 2.0 擬凹線(3)･ナデ ナデ･ケズリ 7.5YR7/3
にぶい橙色

10YR7/3
にぶい黄橙色

1～3㎜程度の長石･石英･
チャート･砂岩多量含む 良

27図19 X27 包含層 弥生土器･甕 (18.3) 2.5 ナデ･擬凹線(9)･
ナデ

ナデ･指頭圧痕･
ケズリ

7.5YR7/6
橙色

7.5YR7/6
橙色

1～2㎜の赤色粒子･長石･石英
･雲母･チャート等中量含む 良

27図20 Y23 遺構面直上 弥生土器･甕 (22.8) 1.4 擬凹線(8)･ナデ ナデ･指頭圧痕 7.5YR6/6
橙色

7.5YR7/6
橙色

微細～6㎜の赤色粒子･長石
･石英･チャート等中量含む 良

27図21 W23 包含層 弥生土器･甕 (30.7) 7.8 3.8 8.5 擬凹線(7)･ハケ･
ナデ ナデ･ハケ 摩滅 10YR7/3

にぶい黄橙色
5YR6/6
橙色

1～5㎜の赤色粒子･長石･石英
･チャート･砂岩等中量含む 良 外面スス付着

27図22 W27 包含層 弥生土器･甕 (14.8) 0.4 ナデ･擬凹線(5)･
波状文 ナデ･摩滅 10YR7/3

にぶい黄橙色
10YR7/3
にぶい黄橙色

1㎜以下の長石･石英･赤
色粒子中量含む 良

28図23 W23 包含層 弥生土器･甕 18.7 1.5 ナデ･ハケ ナデ･指頭圧痕 10YR7/3
にぶい黄橙色

2.5YR7/3
浅黄色

1㎜程度の赤･黒色粒子･
長石･石英中量含む 良
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挿図
番号 グリッド 出土地 器種･器形 口径

(㎝)
底径
(㎝)

器高
(㎝)

残存率/12 調整･施文･施釉 色 調
胎 土 焼成 備 考

口縁部 底部 外 面 内 面 底 部 内 面 外 面

28図24 W25 包含層 弥生土器･甕 14.3 3.1 ナデ･指頭圧痕 ナデ･ケズリ 10YR7/3
にぶい黄橙色

7.5YR6/3
にぶい褐色

1～3㎜の長石･石英･チ
ャート等中量含む

やや
軟 外面スス付着

28図25 W22 包含層 弥生土器･甕 (17.0) 1.2 ナデ ナデ･ケズリ 10YR7/4
にぶい黄橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色

1㎜程度の赤色粒子･長石･
石英･チャート等少量含む 良 外面スス付着

28図26 W23･24 包含層 弥生土器･甕 18.8 3.7 27.25 5.2 7.5 ナデ･ハケ ナデ･ケズリ ケズリ 5YR6/4
にぶい橙色

2.5YR6/6
橙色

1～3㎜程度の赤色粒子･長石･石
英･チャート･砂岩等中量含む 良 外面スス付着･

黒斑あり

28図27 W26 包含層 弥生土器･甕 (16.6) 2.4 ナデ･ハケ ナデ･ケズリ 10YR7/3
にぶい黄橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色

1～2㎜の赤･黒･白色粒
子･チャート等中量含む 良 外面スス付着

28図28 W23 包含層･
遺構面直上 弥生土器･甕 16.8 3.5 摩滅 ナデ･ケズリ 7.5YR7/4

にぶい橙色
5YR8/4
淡橙色

1～2㎜の長石･石英･チ
ャート等多量含む 良

28図29 W23･24 遺構面直上 弥生土器･甕 16.6 2.5 摩滅 ナデ･ケズリ 10YR7/2
にぶい黄橙色

10Yr7/2
にぶい黄橙色

1～3㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート中量含む 良

28図30 X25 包含層 弥生土器･甕 (18.7) 2.5 ナデ･ハケ ナデ･ケズリ 2.5YR4/6
赤褐色

5YR3/6
明赤褐色

微細～5㎜の長石･石英･チ
ャート･砂岩等中量含む 良

28図31 Y24 包含層 弥生土器･壺 (15.4) 1.9 ナデ･擬凹線(2)･
ハケ ナデ･ケズリ 10YR7/3

にぶい黄橙色
10YR7/3
にぶい黄橙色

1～2㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート等少量含む 良

28図32 W27 包含層 弥生土器･壺 17.8 3.5 擬凹線(3) 摩滅 7.5YR6/4
にぶい橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色

1～2㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート等少量含む 良

28図33 Y26 包含層 弥生土器･壺 16.2 9.6 擬凹線(4)･摩滅 摩滅･ケズリ 5YR6/6
橙色

5YR6/8
橙色

2㎜程度の黒･白色粒子･
チャート少量含む 良

28図34 X25 包含層 弥生土器･壺 擬凹線(3)･ナデ･
ハケ

ハケ･指頭圧痕･
ケズリ

2.5YR5/6
明赤褐色

2.5YR5/4
にぶい赤褐色

1～4㎜程度の赤色粒子･長石･石
英･砂岩･チャート等中量含む 良

28図35 X24 包含層 弥生土器･壺 擬凹線(2)･ミガキ ミガキ 2.5YR5/4
にぶい赤褐色

5YR6/4
にぶい橙色

微細な白･赤･黒色粒子
微量含む 良

28図36 X24 包含層 弥生土器･壺 14.0 3.9 摩滅 摩滅 5YR6/6
橙色

5YR6/4
にぶい橙色

1㎜程度の長石･石英･砂
岩等少量含む 良

28図37 W27 包含層 弥生土器･壺 (16.8) 9.7 ナデ ナデ･ケズリ 5YR6/6
橙色

7.5YR6/6
橙色

微細～3㎜程度の赤色粒子･長
石･石英･チャート少量含む 良 歪み激しい

28図38 X25 包含層 弥生土器･壺 14.2 2.0 ナデ･ハケ ナデ 10YR6/3
にぶい黄橙色

7.5YR6/6
橙色

微細～5㎜程度の赤色粒子･長石･
石英･チャート･砂岩等少量含む 良

28図39 X25 包含層 弥生土器･壺 (16.6) 2.3 ナデ･擬凹線(5)･
円形浮文･摩滅 摩滅 10YR7/3

にぶい黄橙色
10YR7/4
にぶい黄橙色

2㎜程度の白色粒子･砂岩･チ
ャート･赤色粒子少量含む微
細な黒･白色粒子少量含む

良

28図40 W22 包含層 弥生土器･壺 7.8 7 ナデ･ハケ ナデ･指頭圧痕 10YR7/4
にぶい黄橙色

10YR6/3
にぶい黄橙色

1㎜程度の白･赤･黒色粒
子少量含む 良

28図41 W22 包含層 弥生土器･壺 (8.1) 3.1 ナデ･摩滅 ナデ･ミガキ･
ハケ･ケズリ

5YR6/6
橙色

5YR6/4
にぶい橙色

1～2㎜の赤色粒子･長石
･石英等少量含む 良 外面スス付着

28図42 V26 包含層 弥生土器･壺 (12.0) 2.0 摩滅 摩滅 10YR5/2
灰黄褐色

7.5YR6/4
にぶい橙色

微細～2㎜の白･黒色粒
子･チャート等中量含む 良

28図43 Y22 包含層 弥生土器･壺 (9.1) 1.2 ミガキ･ケズリ 摩滅･ハケ 10YR7/3
にぶい黄橙色

7.5YR6/4
にぶい橙色

微細～1㎜程度の黒･赤･
白色粒子少量含む 良

28図44 W26 包含層 弥生土器･器台 (22.8) 1.0 ヨコナデ･波状文･
指頭圧痕･ハケ ヨコナデ･ハケ 10YR6/3

にぶい黄橙色
10YR7/3
にぶい黄橙色

1～2㎜の白･黒色粒子･チ
ャート･雲母等少量含む 良

28図45 Y27 包含層 弥生土器･壺 波状文･円形浮文･
ハケ ナデ 5YR4/6

赤褐色
7.5YR5/3
にぶい褐色

微細～2㎜程度の黒･白色粒
子･チャート･雲母少量含む 良 小孔(2)「生駒

西麓産胎土」

28図46 W28 包含層 弥生土器･壺 ナデ･列点文 ナデ･ハケ･
指頭圧痕

5Y3/1
オリーブ黒色

10YR5/4
にぶい黄橙色

微細～3㎜程度の長石･石英･チ
ャート･砂岩･雲母等多量含む 良 「生駒西麓産

胎土」

28図47 W26 包含層 弥生土器･壺 ハケ･ヘラ描き 指頭圧痕･ナデ 10YR6/4
にぶい黄橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色

1～2㎜程度の長石･石英･
チャート･砂岩等中量含む 良

28図48 X26 包含層 弥生土器･壺 ナデ･ハケ･ミガキ ナデ･指頭圧痕 10YR7/4
にぶい黄橙色

7.5YR6/4
にぶい橙色

1～2㎜程度の黒･白･赤
色粒子少量含む

やや
軟

28図49 X25 包含層 弥生土器･底部 1.9 12.0 ハケ ケズリ ハケ 10YR6/4
にぶい黄橙色

7.5YR5/4
にぶい褐色

1㎜程度の白･黒色粒子
少量含む 良 外面スス付着

28図50 W25 包含層 弥生土器･底部 4.0 10.0 ミガキ ケズリ ナデ 5Y3/1
オリーブ黒色

10YR6/3
にぶい黄橙色

1㎜程度の量含白･黒色
粒子中量含む 良

28図51 W23 包含層 弥生土器･底部 3.7 12.0 ハケ ケズリ ケズリ 10YR7/2
にぶい黄橙色

7.5YR7/3
にぶい橙色

1㎜程度の赤色粒子･長石･
石英･チャート等多量含む 良

28図52 W24 包含層 弥生土器･脚台 5.9 0.3 ハケ･ナデ ナデ 10YR7/2
にぶい黄橙色

7.5YR7/3
にぶい橙色

1～3㎜程度の白･赤･黒
色粒子中量含む 良

28図53 W26 包含層 弥生土器･脚台 (11.0) 2.2 ナデ･指頭圧痕 ナデ 10YR6/4
にぶい黄橙色

7.5YR7/4
にぶい橙色

1㎜以下の赤･黒色粒子･
長石･石英等多量含む 良

28図54 Y23 包含層 弥生土器･脚台 14.4 4.7 ハケ ハケ 10YR6/4
にぶい黄橙色

10YR7/3
にぶい黄橙色

1～2㎜の長石･石英･チ
ャート等中量含む 良

28図55 W25 包含層 弥生土器･脚台 7.5 8.1 ナデ･ハケ ケズリ･ナデ 10YR7/3
にぶい黄橙色

10YR7/3
にぶい黄橙色

2㎜以下の長石･石英･黒、
赤色粒･チャート少量含む 良

28図56 Y26 包含層 弥生土器･脚台 11.1 6.5 ナデ･指頭圧痕 ケズリ･ハケ･
ナデ

2.5YR5/6
明赤褐色

5YR6/6
橙色

微細～5㎜の長石･石英･
チャート等中量含む 良

28図57 W25 包含層 弥生土器･脚台 12.2 12.0 ハケ(摩滅) ケズリ 10YR8/3
浅黄橙色

10YR8/3
浅黄橙色

1～3㎜程度の白･赤･黒
色粒子中量含む 良

28図58 Y24 包含層 弥生土器･脚台 (10.9) 3.2 ナデ ナデ･ハケ 7.5YR3/1
黒褐色

7.5YR7/3
にぶい橙色

1～5㎜の白･黒･赤色粒
子少量含む 良

29図59 X23 包含層 弥生土器･高坏 (27.0) 0.6 ミガキ 摩滅 7.5YR7/4
にぶい橙色

7.5YR6/4
にぶい橙色

微細～2㎜程度の白･赤･
黒色粒子･雲母少量含む 良

29図60 Y22 包含層 弥生土器･高坏 20.0 6.0 擬凹線(5)･ミガキ･
摩滅･ケズリ ミガキ･ハケ 10YR6/3

にぶい黄橙色
10YR7/3
にぶい黄橙色

1～5㎜の赤色粒子･長石･石英
･チャート･砂岩等少量含む 良

29図61 Y21 遺構面直上 弥生土器･高坏 (22.5) 2.0 擬凹線(6)･ナデ･
ハケ ミガキ 10YR6/3

にぶい黄橙色
10YR7/3
にぶい黄橙色

1～3㎜の赤色粒子･長石･石英
･チャート･雲母等少量含む 良

29図62 Y22 包含層 弥生土器･高坏 (24.7) 2.2 擬凹線(4)･ナデ･
摩滅 ナデ･ミガキ 7.5YR7/4

にぶい橙色
7.5YR7/4
にぶい橙色

微細～1㎜程度の赤色粒子･長
石･石英･チャート少量含む 良

29図63 W23 包含層 弥生土器･高坏 25.0 2.3 擬凹線(4)･ミガキ･
摩滅 摩滅 10YR7/2

にぶい黄橙色
10YR7/3
にぶい黄橙色

1㎜程度の赤･白･黒色粒
子少量含む 良

29図64 X24 包含層 弥生土器･高坏 23.0 1.9 擬凹線(9)･ミガキ 摩滅 7.5YR7/4
にぶい橙色

5YR6/6
橙色

1～3㎜程度の長石･石英
･少量含む 良

29図65 W23 包含層 弥生土器･高坏 23.5 3.1 擬凹線(5)･ミガキ･
摩滅 摩滅 5YR7/4

にぶい橙色
5YR7/4
にぶい橙色

微細～1㎜程度の赤･白･
黒色粒子少量含む 良

29図66 X23 包含層 弥生土器･高坏 (23.3) 3.2 擬凹線(4) 摩滅 2.5YR7/6
橙色

2.5YR6/6
橙色

1～2㎜の赤色粒子･長石
･石英等少量含む 良

29図67 X28 包含層 弥生土器･高坏 22.8 3.2 摩滅 ミガキ 10YR7/3
にぶい黄橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色

微細～6㎜の赤色粒子･長石
･石英･チャート少量含む 良

29図68 Y25 包含層 弥生土器･高坏 (25.4) 1.4 擬凹線(4)･ミガキ ミガキ 10YR7/3
にぶい黄橙色

10YR8/4
浅黄橙色

微細な白･黒色粒子･雲
母微量含む 良

29図69 X24 包含層 弥生土器･高坏 20.0 0.9 擬凹線(1)･ミガキ 摩滅 5YR5/6
明褐色

5YR5/6
明褐色

1～3㎜程度の黒色粒子･
長石･石英少量含む 良

29図70 W23 包含層 弥生土器･高坏 15.1 3.0 ナデ･ミガキ 摩滅･ハケ 7.5YR7/3
にぶい橙色

7.5YR7/3
にぶい橙色

1㎜程度の赤･白･黒色粒
子･砂岩等少量含む 良 小孔(残1)

29図71 Y24 包含層 弥生土器･高坏 (12.3) 1.2 ミガキ ミガキ 5YR5/6
明褐色

7.5YR6/6
橙色

1㎜程度の白･赤･黒色粒
子少量含む 良

29図72 W22･23 包含層 弥生土器･高坏 摩滅 ケズリ 5YR7/4
にぶい橙色

5YR7/6
橙色

1～2㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート少量含む 良 小孔(残1)

29図73 W27 包含層 弥生土器･高坏 (13.2) 3.0 ミガキ 工具痕･摩滅 10YR7/3
にぶい黄橙色

7.5YR7/3
にぶい橙色

1～3㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート等多量含む 良

29図74 Y23 包含層 弥生土器･高坏 (13.2) 2.0 ハケのちミガキ 摩滅 5YR6/6
橙色

5YR6/6
橙色

微細～1㎜程度の赤色粒子･長
石･石英･チャート少量含む 良 小孔(3)･

外面スス付着

29図75 W26 遺構面直上 弥生土器･器台か (21.5) 1.0 ナデ･擬凹線(6)･
列点文･円形浮文 摩滅 10YR7/4

にぶい黄橙色
7.5YR7/4
にぶい橙色

1～2㎜程度の赤･白･黒
色粒子･砂岩等多量含む 良

29図76 X22 包含層 弥生土器･器台 (18.4) 3.0 ハケ･擬凹線(3) ナデ･ハケ 7.5YR6/4
にぶい橙色

7.5YR7/6
橙色

1㎜以下の赤･黒･白色粒
子･雲母等少量含む 良

29図77 X25 包含層 弥生土器･器台 (21.8) 0.7 ナデ･擬凹線(5)･
キザミ･摩滅 摩滅 7.5YR6/4

にぶい橙色
7.5YR6/4
にぶい橙色

1㎜以下の黒･白･赤色粒
子･雲母少量含む 良

29図78 Y23 包含層 弥生土器･器台 (20.8) 2.2 擬凹線(4)･摩滅 摩滅 2.5YR5/6
明赤褐色

2.5YR6/6
橙色

微細～2㎜程度の白･黒
色粒子少量含む 良

29図79 Y23 包含層 弥生土器･器台 (19.9) 1.4 擬凹線(4)･ハケ ナデ 10YR7/3
にぶい黄橙色

10YR6/4
にぶい橙色

微細～2㎜程度の白･黒
色粒子･雲母微量含む 良

29図80 X23 包含層 弥生土器･器台 (23.2) 0.4 擬凹線(13) 摩滅 5YR5/6
明赤褐色

5YR5/6
明褐色

1～2㎜の赤色粒子･長石･石英
･チャート･雲母等中量含む 良

29図81 X24 包含層 弥生土器･脚部 13.2 2.2 摩滅 ナデ 5YR6/6
橙色

5YR6/4
にぶい橙色

1～2㎜程度の長石･石英
･チャート等少量含む 良
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29図82 W23 包含層 弥生土器･脚部 16.2 1.7 ミガキ しぼり･ナデ 10YR8/1
灰白色

7.5YR7/3
にぶい橙色

1㎜以下の黒･白赤色粒
子少量含む 良 小孔(3)

29図83 Y24 包含層 弥生土器･脚部 15.4 4.0 ハケ ケズリ･
ケズリのちナデ

10YR5/3
にぶい黄橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色

微細～2㎜程度の赤色粒子･長
石･石英･チャート中量含む 良 小孔(残1)

29図84 Y26 包含層 弥生土器･脚部 ハケ 工具痕･ハケ 10YR8/3
浅黄橙色

10YR8/4
浅黄橙色

1～2㎜の赤色粒子･長石･
石英･チャート等中量含む 良 小孔(3)

29図85 X24 包含層 弥生土器･脚部 19.5 3.6 ミガキ ハケ 7.5YR7/3
にぶい橙色

7.5YR8/3
浅黄色

1～3㎜程度の赤色粒子･長石･
石英･砂岩チャート等少量含む 良

29図86 Y26 包含層 弥生土器･脚部 (15.2) 3.5 ミガキ ナデ･ケズリ 10YR6/4
にぶい黄橙色

7.5YR6/6
橙色

微細～5㎜程度の赤色粒子･長石･石
英･チャート･砂岩･雲母等少量含む 良

29図87 X25 包含層 弥生土器･脚部 16.6 10.0 ハケ･ナデ ハケ･ナデ 10YR7/4
にぶい黄橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色

微細～3㎜の赤･白･黒色粒子
･チャート･砂岩等中量含む 良 小孔(4)･

黒斑あり

30図88 Y24 包含層 弥生土器･鉢 (11.1) 3.4 9.4 5.8 12.0 ナデ･ハケ ナデ･ケズリ ナデ 7.5YR6/4
にぶい橙色

7.5YR7/4
にぶい橙色

1㎜程度の赤色粒子･チャ
ート･長石･石英中量含む 良

30図89 Y24 包含層 弥生土器･鉢 (15.4) 2.5 8.9 1.8 12.0 ナデ･ハケ ナデ･ケズリ ナデ 10YR7/3
にぶい黄橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色

1～4㎜の赤色粒子･長石･石英
･チャート･砂岩等多量含む 良

30図90 W26 遺構面直上･
包含層 弥生土器･鉢 (10.2) 2.9 ナデ ナデ･ケズリ 10YR5/2

灰黄褐色
5YR6/4
にぶい橙色

微細～2㎜の白石･黒色
粒子･雲母等少量含む 良

30図91 W26 包含層 弥生土器･有孔鉢 13.5 0.7 13.5 6 4.0 ナデ･ハケ ハケ･ケズリ ナデ 7.5YR4/4
橙色

10YR5/4
にぶい黄橙色

1～3㎜程度の白色粒子･チ
ャート･砂岩等中量含む 良 黒斑あり

30図92 Y26 包含層 弥生土器･有孔鉢 15.5 12.2 12.5 7.5 12.0 ナデ･ハケ ナデ ナデ 2.5YR4/4
にぶい赤褐色

2.5YR5/4
にぶい赤褐色

1～5㎜の長石･石英･チ
ャート･砂岩等多量含む 良

30図93 W26 包含層 弥生土器･鉢 (21.8) 1.2 摩滅･擬凹線(2) ミガキ 5YR5/6
明赤褐色

5YR5/6
明褐色

微細な白･赤･黒色粒子
微量含む 良

30図94 X24 包含層 弥生土器･脚台 9.5 2.5 摩滅 ケズリ 2.5YR6/6
橙色

2.5YR6/6
橙色

1～2㎜の白･黒色粒子少
量含む 良

30図95 X23 包含層 弥生土器･蓋 摩滅 摩滅 7.5YR8/4
浅黄橙色

7.5YR7/4
にぶい橙色

微細～2㎜の赤･白色粒
子･砂岩等少量含む 良

30図96 Y23 包含層 弥生土器･蓋 13.9 6.75 5.8 指頭圧痕･摩滅 摩滅 2.5YR5/6
明赤褐色

2.5YR5/6
明赤褐色

微細～2㎜程度の黒･白･赤色
粒子･チャート等中量含む 良

30図97 Y26 包含層 弥生土器･蓋 14.9 6.25 7.0 ナデ･ハケ ナデ 10YR7/4
にぶい黄橙色

7.5YR7/4
にぶい橙色

2～3㎜の赤色粒子･長石･石英
･チャート･砂岩等多量含む 良 外面スス付着

30図98 X25 包含層 弥生土器･蓋 17.8 7.7 6.1 ナデ･指頭圧痕 ハケ･ナデ 2.5YR4/4
にぶい赤褐色

2.5YR5/6
明赤褐色

1～3㎜の赤色粒子･長石･石英
･チャート･砂岩等多量含む 良

30図99 W25 包含層 弥生土器･蓋 ナデ･ハケ ナデ 10YR7/3
にぶい黄橙色

10YR7/2
にぶい黄橙色

1㎜以下の長石･石英･砂
岩･チャート少量含む 良

30図100 W27 包含層 弥生土器･蓋 ナデ ナデ 10YR7/3
にぶい黄橙色

7.5YR7/6
橙色

1㎜程度の長石･石英･赤色
粒子･チャート等中量含む 良

30図101 X･Y27 遺構面直上 弥生土器･蓋 (13.7) 7.1 2.4 ナデ･ミガキ ハケ 10YR6/4
にぶい黄橙色

7.5YR6/4
にぶい橙色

微細～2㎜程度の長石･石
英･チャート等少量含む 良

30図102 X23 遺構面直上 弥生土器･蓋 14.6 9.5 0.5 ナデ･指頭圧痕 ナデ･指頭圧痕･
ハケ

5YR6/6
橙色

5YR6/6
橙色

微細～4㎜程度の赤色粒子･長
石･石英･チャート少量含む 良

31図103 W24 包含層 土師器･甕 13.2 11.5 ナデ ナデ･ケズリ 5YR7/6
橙色

7.5YR7/4
にぶい橙色

1～3㎜の白･黒色粒子･
チャート等少量含む 良

31図104 W22 包含層 土師器･甕 (14.6) 2.2 ナデ ナデ･ケズリ 5YR6/6
橙色

10YR5/2
灰黄色

微細～1㎜の白･赤･黒色
粒子中量含む 良

31図105 X27 包含層 土師器･甕 (20.3) 0.8 ナデ･ハケ ナデ･ケズリ 7.5YR6/6
橙色

10YR6/4
にぶい橙色

微細～1㎜程度の赤･白･
黒色粒子少量含む 良 黒斑あり

31図106 W25 包含層 土師器･甕 (16.1) 1.0 ナデ･ハケ ナデ･ケズリ 7.5YR6/4
にぶい橙色

10YR7/3
にぶい黄橙色

1㎜程度の黒･赤･白色粒
子少量含む 良

31図107 W22 包含層 土師器･甕 (18.5) 1.5 回転ナデ･ハケ 回転ナデ･ハケ･
指頭圧痕

10YR6/3
にぶい橙色

10YR5/3
にぶい黄橙色

1㎜以下の赤色粒子･黒色粒
子･長石･石英等中量含む 良

31図108 Y25 包含層 土師器･甕 (26.8) 1.5 ナデ･工具痕 ナデ･ケズリ 7.5YR7/4
にぶい橙色

7.5YR7/6
橙色

1㎜程度の黒･白･赤色粒
子中量含む 良

31図109 W21 包含層 土師器･甕 (42.0) 1.1 摩滅 摩滅 7.5YR5/2
灰褐色

7.5YR5/4
にぶい褐色

微細～1㎜程度の白･赤･
黒色粒子中量含む 良

31図110 X23 包含層 土師器･甕 (14.1) 2.4 ナデ ナデ 5YR4/6
赤褐色

5YR4/8
赤褐色

1㎜以下の赤色粒子･長石
･石英･チャート中量含む 良 黒斑あり

31図111 X23 包含層 土師器･甕 (10.4) 2.3 摩滅 ケズリ 7.5YR6/6
橙色

7.5YR5/4
にぶい褐色

微細～2㎜程度の赤色粒子･長石･
石英･チャート･砂岩等少量含む 良

31図112 X25 包含層 土師器･壺 (12.9) 2.5 ナデ･ハケ ナデ･ケズリ 5YR5/6
明赤褐色

5YR4/6
赤褐色

1～5㎜の白･赤色粒子･チ
ャート･砂岩等少量含む 良 外面スス付着

31図113 X25 包含層 土師器･壺 15.8 4.0 ナデ･摩滅 ナデ･ハケ･
ケズリ

5YR6/4
にぶい橙色

7.5YR6/6
橙色

1㎜程度の長石･石英･チ
ャート等中量含む 良

31図114 X28 包含層 土師器･壺 7.1 8.8 2.5 12.0 摩滅 ナデ･ケズリ 摩滅 10YR7/2
にぶい黄橙色

10YR7/2
にぶい黄橙色

微細～2㎜の赤色粒子･長石
･石英･チャート等少量含む 良

31図115 X28 包含層 土師器･高坏 (12.7) (11.1) 11.55 4.2 1.0 ケズリ･摩滅 ナデ 7.5YR7/4
にぶい橙色

7.5YR6/3
にぶい褐色

微細～6㎜程度の赤色粒子･長石･
石英･チャート･砂岩等中量含む 良

31図116 X28 包含層 土師器･高坏 15.8 3.2 ケズリ 摩滅 5YR7/8
橙色

5YR7/6
橙色

微細～6㎜の赤色粒子･長石･石
英･砂岩･チャート等中量含む 良

31図117 W27 包含層 土師器･高坏 10.6 3.9 ナデ ナデ･工具痕 7.5YR6/6
橙色

7.5YR7/4
にぶい橙色

1～2㎜程度の白･黒･赤
色粒子少量含む 良

31図118 X28 包含層 土師器･高坏 11.4 5.8 摩滅 摩滅 7.5YR6/4
にぶい橙色

7.5YR6/4
にぶい橙色

微細～2㎜程度の長石･
石英等少量含む 良

31図119 X27 包含層 土師器･椀 ケズリ 摩滅 10YR7/3
にぶい黄橙色

10YR6/4
にぶい黄橙色

1㎜以下の長石･石英･黒色粒
子･赤色粒子･雲母少量含む 良 外面赤彩痕

32図120 X23 包含層 土師器･甕 (20.8) 2.2 ナデ ナデ･ハケ 10YR7/2
にぶい黄橙色

10YR7/2
にぶい黄橙色

1㎜程度の赤･白･黒色粒
子中量含む 良

32図121 X26 包含層 土師器･羽釜 ナデ － － 10YR6/4
にぶい黄橙色

1㎜程度の長石･石英、微
細な黒色粒子少量含む 良 外面スス付着

32図122 Y23 包含層 竃形土製品 ナデ･指頭圧痕 ナデ･ハケ 7.5YR7/6
橙色

7.5YR7/6
橙色

1～3㎜程度の長石･石英･チャー
ト･砂岩･赤色粒子中量含む微細
な黒･白･赤色粒子を中量含む

良

32図123 X22 包含層 竃形土製品 庇貼付･ナデ 摩滅 10YR7/4
にぶい黄橙色

10YR7/3
にぶい黄橙色

1㎜以下の長石･石英･チ
ャート中量含む 良

32図124 W22 包含層 竃形土製品 庇貼付･ナデ 摩滅 5YR6/4
にぶい橙色

10YR7/3
にぶい黄橙色

1㎜以下の長石･石英･黒
色粒子中量含む 良

32図125 W23 包含層 竃形土製品 摩滅 摩滅 ナデ 7.5YR7/4
にぶい橙色

10YR7/4
にぶい黄橙色 1㎜以下の砂粒少量含む 良

32図126 W22 包含層 竃形土製品 ナデ ナデ ナデ 10YR7/4
にぶい黄橙色

2.5Y7/4
浅黄色 1㎜以下の砂粒中量含む 良

32図127 X23 包含層 竃形土製品 ナデ･ハケ ナデ･ケズリ 圧痕 10YR7/4
にぶい黄橙色

10YR6/4
にぶい黄橙色

2㎜以下の長石･石英･砂岩･チ
ャート中量含む雲母微量含む 良

32図128 X23 包含層 竃形土製品 剥離 摩滅 圧痕 10YR6/4
にぶい黄橙色

10YR7/3
にぶい黄橙色

1㎜以下の白･黒･赤色粒
子中量含む 良

32図129 Y23 包含層 竃形土製品 剥離 ナデ 圧痕 10YR7/4
にぶい黄橙色

2.5YR7/4
浅黄色

1㎜以下の黒･白色粒子･
雲母含む 良

32図130 X28 包含層 竃形土製品 ハケ ハケ 圧痕 10YR7/3
にぶい黄橙色

10YR7/3
にぶい黄橙色

2㎜以下の長石･石英･黒色
粒子･チャート少量含む 良

32図131 Y22 包含層 竃形土製品 ナデ･ハケ･
指頭圧痕 ナデ 圧痕 10YR6/4

にぶい黄橙色
10YR6/4
にぶい橙色

5㎜以下の長石･石英･黒
色粒子中量含む 良

33図132 X29 包含層 須恵器･蓋 (13.0) 4.9 5.6 回転ナデ･
回転ヘラ切り 回転ナデ 7.5YR5/6

明褐色
7.5YR6/6
橙色

1㎜程度の白･赤･黒色粒
子微量含む

やや
軟

33図133 W27 包含層 須恵器･蓋 13.4 4.6 4.0 回転ナデ･回転ヘ
ラ切りのちナデ

回転ナデ･
指頭圧痕

2.5Y7/1
灰白色

2.5Y7/1
灰白色 1㎜以下の砂粒少量含む やや

軟

33図134 Y28 包含層 須恵器･蓋 (13.0) (3.9) 3.3 回転ナデ･回転ヘラ切
りのち回転ヘラケズリ 回転ナデ

N6/
灰色

N4/
灰色

1㎜程度の白･黒色粒子
少量含む 良 外面自然釉

33図135 Y23 包含層 須恵器･蓋 13.2 (3.95) 4.0 回転ナデ･
回転ヘラケズリ 回転ナデ N7/

灰白色
N7/
灰白色 微細な砂粒中量含む 良

33図136 W21 包含層 須恵器･蓋 13.7 4.4 5.5 回転ナデ･
回転ヘラ切り 回転ナデ 10YR7/4

にぶい黄橙色
N7/
灰白色

1㎜程度の赤･白･黒色粒
子少量含む 良

33図137 W21 包含層 須恵器･蓋 (12.5) (4.8) 0.4 回転ナデ･回転ヘラ切
りのち回転ヘラケズリ 回転ナデ

5Y7/1
灰白色

5Y7/1
灰白色

1㎜程度の白･黒色粒子
少量含む 良

33図138 Y27 包含層 須恵器･蓋 12.7 3.9 6.0 回転ナデ･回転ヘラ切
りのち回転ヘラケズリ

回転ナデ･回転
ナデのちナデ

N7/
灰白色

N7/
灰白色

1㎜程度の黒･白色粒子
少量含む 良 外面一部製品の熔

着あり･外面自然釉

33図139 X26･Y27 包含層 須恵器･蓋 (13.5) 3.6 6.8 回転ナデ･回転ヘラ切
りのち回転ヘラケズリ 回転ナデ

N7/
灰白色

N7/
灰白色

1㎜程度の白･黒色粒子
少量含む 良 外面自然釉
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挿図
番号 グリッド 出土地 器種･器形 口径

(㎝)
底径
(㎝)

器高
(㎝)

残存率/12 調整･施文･施釉 色 調
胎 土 焼成 備 考

口縁部 底部 外 面 内 面 底 部 内 面 外 面

33図140 W22 包含層 須恵器･蓋 (14.7) (3.5) 1.7 回転ナデ･回転
ヘラケズリ 回転ナデ 2.5YR6/1

黄灰色
5YR6/1
灰色

1～2㎜程度の黒･白色粒
子少量含む 良

33図141 X26 包含層 須恵器･蓋 13.0 3.5 5.3 回転ナデ･回転ヘラ切
りのち回転ヘラケズリ 回転ナデ

2.5Y7/1
灰白色

2.5Y7/1
灰黄色

1～3㎜程度の白･黒色粒
子中量含む

やや
軟

33図142 X23 包含層 須恵器･坏Ｈか (10.2) 1.8 回転ナデ 回転ナデ N6/
灰色

N6/
灰色 微細な砂粒少量含む 良

33図143 Y28 包含層 須恵器･坏Ｈ 12.3 7.7 4.2 1.3 3.5 回転ナデ･ケズリ 回転ナデ 回転ヘラ切りのち
回転ヘラケズリ

5PB6/1
青灰色

2.5Y6/1
黄灰色 微細な砂粒少量含む 良

33図144 X23 包含層 須恵器･坏Ｈ 12.6 7.5 (3.95) 1.5 3.5 回転ナデ･
回転ヘラケズリ 回転ナデ 回転ヘラ切りのち

回転ヘラケズリ
N6/
灰色

N6/
灰色 1㎜以下の砂粒少量含む 良

33図145 X27 包含層 須恵器･坏Ｈ (11.2) 6.4 2.85 0.9 6.0 回転ナデ 回転ナデ 回転ヘラ切り N7/
灰白色

N6/
灰色 1㎜以下の砂粒少量含む 良

33図146 W27 包含層 須恵器･坏Ｈ 11.8 4.8 3.8 2.5 3 回転ナデ･
回転ヘラケズリ

回転ナデ･回転
ナデのちナデ

回転ヘラ切りのち
回転ヘラケズリ

5P5/1
紫灰色

N6/
灰色 1㎜以下の砂粒少量含む 良

33図147 X28 包含層 須恵器･有蓋高坏 (11.0) 2.0 回転ナデ･
回転ヘラケズリ 回転ナデ 10YR7/1

灰白色
10YR7/1
灰色

1㎜程度の白･黒色粒子
少量含む 良

33図148 Y28 包含層 須恵器･高坏 (10.5) 1.0 回転ナデ･沈線 回転ナデ N6/
灰色

N7/
灰白色

1㎜以下の砂粒少量･2㎜
程度の小石含む 良

33図149 Y27 包含層 須恵器･甕 (18.6) 2.2 回転ナデ･沈線 回転ナデ 5Y6/1
灰色

N6/
灰色 1㎜以下の砂粒中量含む 良

33図150 Y26 包含層 須恵器･甕 (18.9) 7.6 回転ナデ 回転ナデ･同心
円文当て具痕

N5/
灰色

5Y5/1
灰色

1～3㎜程度の白･黒色粒
子中量含む 良 外面自然釉

33図151 W27 包含層 須恵器･甕 (21.0) 1.9 回転ナデ･カキ目 回転ナデ 5Y6/1
灰色

5Y7/1
灰白色 1～4㎜の砂粒中量含む やや

軟

33図152 W23･27 包含層 須恵器･甕 21.5 1.8 回転ナデ 回転ナデ 10YR7/1
灰白色

10YR5/1
褐灰色 微細な砂粒少量含む 良

33図153 W24 包含層 須恵器･甕 (28.1) 1.8 回転ナデ･沈線･
波状文 回転ナデ 5Y6/1

灰色
5Y4/1
灰色

1～5㎜程度の白･黒色粒
子少量含む 良

33図154 － 包含層 須恵器･脚台 (8.9) 0.5 回転ナデ 回転ナデ N5/
灰色

N5/
灰色 1㎜以下の砂粒少量含む 良

33図155 X27･Y23 包含層 須恵器･平瓶 回転ナデ･カキ目 回転ナデ N5/
灰色

7.5Y5/1
灰色

1㎜以下の白･黒色粒子
少量含む 良

33図156 W22･23 包含層 須恵器･横瓶 (11.0) 1.5 回転ナデ･タタキの
ちカキ目･タタキ

回転ナデ･同心
円文当て具痕

2.5Y7/1
灰白色

5Y6/1
灰色

1～3㎜程度の白･黒色粒
子含む 良

34図157 W23･X24 包含層 須恵器･蓋 13.5 1.9 回転ナデ･回転ヘラ切
り･鈕貼付のちナデ 回転ナデ N7/

灰白色
N6/
灰色 1㎜以下の砂粒少量含む 良

34図158 X24 包含層 須恵器･甕 (31.1) 1.5 回転ナデ･タタキ 回転ナデ･同心
円文当て具痕

N6/
灰色

N5/
灰色

1㎜以下の白･黒色粒子
少量含む 良

34図159 X23 包含層 須恵器･鉢 (20.3) 1.0 回転ナデ 回転ナデ N4/
灰色

5Y5/1
灰色

1～2㎜の白･黒色粒子少
量含む 良

35図160 Y27 包含層 土師器･椀 (15.2) 6.3 3.7 2.8 12.0 回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り 10YR7/3
にぶい黄橙色

10YR7/3
にぶい黄橙色

微細～1㎜程度の白･赤･
黒色粒子少量含む 良

35図161 W23 包含層 土師器･椀 13.8 2,1 回転ナデ 回転ナデ 7.5YR8/4
浅黄橙色

10YR8/4
浅黄橙色

微細～1㎜程度の白･黒
色粒子少量含む 良

35図162 W25 包含層 土師器･椀 5.7 12 回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り 2.5Y8/3
淡黄色

2.5Y8/3
淡黄色

1～2㎜の赤･白･黒色粒
子少量含む 良

35図163 Y25 包含層 土師器･椀 (6.4) 12.0 回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り 10YR8/2
灰白色

10YR8/3
浅黄橙色

1～2㎜の白･黒色粒子少
量含む 良

35図164 X25 包含層 土師器･皿 (12.0) 4.8 1.7 1 12 回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り 10YR8/2
灰白色

10YR7/2
にぶい黄橙色

1～2㎜の長石･石英･チ
ャート等少量含む 良

35図165 W27 包含層 土師器･皿 (9.7) 5.2 1.7 4.0 12.0 ナデ ナデ ナデ 10YR8/3
浅黄橙色

10YR7/2
にぶい黄橙色

微細～1㎜の白･赤･黒色
粒子少量含む 良

35図167 W26 包含層 灰釉陶器･椀 7.8 3.0 回転ナデ 回転ナデ･灰釉 回転糸切り･高
台貼付のちナデ

2.5Y8/1
灰白色

2.5Y8/1
灰白色 微細な砂粒少量含む 良 内面使用痕

35図168 X24 包含層 灰釉陶器･椀 7.6 3.1 回転ナデ 回転ナデ･灰釉 回転糸切り･高
台貼付のちナデ

N8/
灰白色

N8/
灰白色

1㎜以下の砂粒微量･4㎜
程度の小石含む 良

35図169 W25 包含層 灰釉陶器･椀 7.7 12 回転ナデ･灰釉 回転ナデ･灰釉 回転糸切り･高
台貼付のちナデ

N8/
灰白色

N8/
灰白色 1㎜程度の砂粒少量含む 良 内面使用痕･

底部外面墨跡

35図170 Y28 包含層 灰釉陶器･椀 (7.4) 1.4 回転ナデ･灰釉 回転ナデ･灰釉 回転糸切り･高
台貼付のちナデ

7.5Y8/1
灰白色

7.5Y8/1
灰白色 微細な砂粒少量含む 良 内面使用痕

35図171 W25･26･27 包含層 灰釉陶器･椀 7.5 2.8 回転ナデ･
回転ヘラケズリ

回転ナデ･
ミガキ

高台貼付のち
ナデ

5Y7/1
灰白色

5Y7/1
灰白色 微細な砂粒微量含む 良 平高台(蛇の

目高台か)

35図172 X25 包含層 灰釉陶器･皿 5.4 4.0 回転ナデ 回転ナデ･灰釉 回転糸切り･高
台貼付のちナデ

N8/
灰白色

N8/
灰白色 微細な砂粒少量含む 良

35図173 Y25 包含層 灰釉陶器･皿 5.6 6.0 回転ナデ 回転ナデ･灰釉
回転糸切りのち
ナデ･高台貼付
のちナデ

N8/
灰白色

N8/
灰白色 微細な砂粒少量含む 良

35図174 X28 包含層 白磁･碗 15.8 1.5 回転ナデ･施釉 回転ナデ･施釉 5Y7/2
灰白色

5Y7/2
灰白色 微細な黒色粒子微量含む 良 二次焼成か

(表面変質)

35図175 W26 包含層 白磁･碗 17.5 1.5 回転ナデ･施釉 回転ナデ･施釉 5Y7/2
灰白色

5Y7/2
灰白色 微細な黒色粒子微量含む 良

35図176 X26 包含層 白磁･碗 6.3 12.0 回転ナデ･施釉 回転ナデ･施釉 回転ナデ･
削り出し高台 微細な黒色粒子微量含む 良

35図177 X25 包含層 白磁･碗 6.9 5.2 回転ナデ･施釉 回転ナデ･施釉 回転ナデ･
削り出し高台 微細な黒色粒子中量含む 良 高台露胎

35図178 Y25 包含層 白磁･皿 3.6 8.7 回転ナデ･施釉 回転ナデ･陰刻･
沈線･施釉 回転糸切り 微細な砂粒少量含む 良

挿図番号 グリッド 遺構・層位 種 類 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 孔径（㎝） 重量（ｇ） 調整 色 調 胎 土 焼成 備考

35図166 W29 排水溝 土師質･土錘 6.0 1.8 0.6 14.2 摩滅 2.5YR6/4にぶい橙色 微細な砂粒微量含む 良 端部欠損

第３表 土錘観察表
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挿図番号 グリッド 出 土 地 種 類
法量(すべて残存)

備 考
長さ(㎝) 幅(㎝)

7図2 W27･W28 SB01 SP26 柱根 60.5 21.8 上部欠損 ヒノキ

9図1 X27 SB02 SP150 柱根 70.5 24.0 上部欠損

9図2 W27 SB02 SP03 柱根 63.0 27.1 上部欠損

9図3 W28 SB02 SP04 柱根 39.5 20.2 上部欠損

9図4 X28 SB02 SP152 柱根 76.0 16.2 上部欠損

9図5 W28 SB02 SP05 柱根 58.4 14.2 上部欠損

13図1 V25･W25 SB04 SP133 柱根 27.8 17.9 上部欠損

13図2 W25 SB04 SP11 柱根 28.5 16.7 上部欠損

13図3 W25 SB04 SP06 柱根 37.0 16.9 上部欠損

13図4 W25･W26 SB04 SP402 柱根 29.6 14.1 上部欠損

15図2 W23 SB05 SP374 柱根 27.2 15.0 上部欠損

17図2 X23 SB06 SP285 柱根 8.6 9.0 状態悪い

17図3 X23 SB06 SP276 柱根 27.5 16.6 上部欠損

17図4 Y23 SB06 SP312 柱根 15.7 11.5 状態悪い

17図5 X22 SB06 SP240 柱根 30.5 10.6 上部欠損

19図2 W22 SB07 SP218 柱根 40.2 11.8 上部欠損

19図3 W22･X22 SB07 SP219 柱根 61.0 10.5 上部欠損

19図4 W22･X22 SB07 SP63 柱根 48.7 9.8 上部欠損

19図5 W22 SB07 SP60 柱根 72.6 14.0 上部欠損

19図6 W22 SB07 SP58 柱根 45.9 11.3 上部欠損

19図7 W23 SB07 SP55 柱根 57.0 11.3 上部欠損

22図1 W26 SP02 柱根 31.8 14.4 上部欠損

22図2 W23 SP70 柱根 38.6 8.5 上部欠損

22図4 W24 SP85 柱根 34.7 13.3 上部欠損

22図5 W23 SP90 柱根 22.8 6.9 状態悪い

22図6 W23 SP96 柱根 36.9 12.9 上部欠損

22図12 X27 SP148 柱根 13.0 5.8 上部欠損

22図13 Y25 SP194 柱根 42.9 8.8 上部欠損

22図16 X25 SP195 柱根 20.5 32.7 上部欠損

22図15 Y25 SP199 柱根か 10.5 5.7 状態悪い

22図16 Y24 SP203 柱根 41.7 7.3 上部欠損

22図18 Y24 SP204 柱根 47.0 12.5 上部欠損

22図19 X25･Y25 SP209 柱根 18.7 24.0 特に状態悪い

22図21 X21 SP224 柱根 77.6 11.6 上部欠損

22図23 Y22 SP365 柱根 54.0 8.5 上部欠損

22図24 X24 SP381 柱根 17.8 9.5 上部欠損

22図25 W24 SP389 柱根 17.3 5.7 上部欠損

24図26 U30 SP415 柱根 45.6 9.95 上部欠損

24図29 Y21 SP430 柱根 65.7 8.5 上部欠損

24図31 Y21 SP436 柱根 64.6 8.4 上部欠損

36図180 X27 包含層 柱根 39.0 12.5 上部欠損

36図181 V27 排水溝 柱根 36.1 14.8 上部欠損

36図182 W22 撹乱 柱根 24.8 15.8 上部欠損

挿図番号 グリッド 出土地 器 種 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ） 石 材 備 考

11図1 Y28 SB03 SP172 石皿 27.50 14.00 11.00 6980.0 花崗閃緑岩 1/3残存

17図1 X･Y22 SB06 SP328 板状石製品 7.65 5.60 1.20 52.23 砂岩

24図30 Y21 SP436 板状石製品 9.00 6.45 1.00 83.99 砂岩

26図8 W26 SD03 砥石 9.90 8.60 7.00 101.05 軽石

37図183 W25 包含層 板状石製品 7.10 6.20 0.95 59.11 砂岩

37図184 Y22 包含層 板状石製品 6.45 4.40 0.95 48.55 流紋岩

37図185 Y22 包含層 板状石製品 4.80 4.65 1.20 41.73 砂岩 1/2残存

37図186 Y26 包含層 ヘラ状石器 7.70 3.10 0.90 25.41 細粒砂岩

37図187 X26 包含層 ヘラ状石器 7.20 2.85 0.85 20.48 細粒砂岩 下部に磨滅痕あり

37図188 Y22 包含層 磨石 9.10 4.70 3.90 263.00 安山岩

37図189 X27 包含層 凹石 11.60 10.90 6.50 1178.2 花崗岩

37図190 Y22 包含層 凹石+磨石 12.60 10.70 6.60 1332.6 花崗閃緑岩

37図191 W29 包含層 磨石 16.60 17.50 14.00 6280 花崗閃緑岩

37図192 X23 包含層 石冠 8.00 11.00 7.20 842.2 超塩基質岩

37図193 Y28 包含層 不明石製品 14.80 6.80 4.00 500.6 砂岩 微量の赤色顔料が付着

37図194 X･Y21～29 排土 磨製石斧 7.30 6.60 4.37 290.9 閃緑岩 刃部のみ残存

37図195 X23 包含層 切子玉 2.40 1.40 1.36 5.57 水晶 片端部欠損

37図196 X23 包含層 砥石 7.30 3.20 2.90 62.30 凝灰岩 6面使用

37図197 X23 包含層 砥石 8.80 3.00 2.00 76.20 凝灰岩 4面使用金属製の傷あり

37図198 X22 包含層 砥石 5.90 4.70 3.50 凝灰岩 4面使用金属製の傷あり

挿図番号 グリッド 出 土 地 種 類 銭径(㎝) 内径(㎝) 銭厚(㎝) 量目(g) 国 名 初 鋳 年 背

35図179 W27 包含層 開元通寶 2.22～2.30 1.72～1.75 0.08～0.09 2.2 唐 845 益

第４表 木製品観察表

第５表 石器・石製品観察表

第６表 銭貨観察表

第３章 遺構と遺物
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木崎遺跡では、平成１８年（２００６）７月から９月にかけて舞鶴若狭自動車道建設事業に伴う発掘調査が

実施され、その後同年１０月から１２月にかけて一般県道小浜インター線（以下、インター線と略す）道路

改良工事に伴う発掘調査が実施された。

舞鶴若狭自動車道関係の調査では、木枠を伴う弥生時代後期後半の井戸２基が２区と４区で検出され

た。また、５区では古墳時代後期に相当する大型の掘立柱建物跡などが検出された。２区で検出された

１基の井戸（SE０１）内からは、多量の土器とともに、完形の弥生土器の小壺がスギ材の縦杓子の中に

入った状態で発見された。縦杓子の木製品から得られる年輪年代は、縦杓子内の土器に対し、直接的な

年代を知る手がかりとなるため注目された。

また、５区で発見された南北３間（以上）×東西２間の掘立柱建物 SB０１の庇部分の柱穴３基には柱

根（スギ２点、ヒノキ１点）がそれぞれ残っており、母屋の柱穴からは古墳時代後期の須恵器（TK２０９

型式に併行）が出土した。このほかに、インター線に伴う発掘調査でも建物遺構が発見され、柱根類が

出土した。

今回、年代測定を実施したのは、舞鶴若狭自動車道関係の調査区では、２区の井戸（SE０１）内の縦

杓子１点と５区の掘立柱建物（SB０１）の柱根３本、インター線関係の調査区では総柱建物（SB０１）の

柱根１本の５点である。以下、その結果を報告する。

１ 方法

調査対象木材からの年輪幅の計測は、年輪読取器を使った。年代を割り出す際に使用したスギの暦年

標準パターンは、おもに①滋賀県下の遺跡出土木材の年輪で作成したもの（紀元前６５１～紀元後１９９年）

と②石川県下の遺跡出土木材の年輪で作成したもの（紀元後３１１年～６８７年）とを使用した。

コンピュータによる年輪パターンの照合は、相互相間分析法によった（１）。これは、比較照合する一組

の年輪パターンのなかで、もっとも類似度（同調性）の高いところを検出するやり方で、ヨーロッパの

年輪研究者の間で広く使われている手法である。一般に、ｔ検定による最大ｔ値でもって表される場合

が多く、ヨーロッパでは最大ｔ値を３．５（危険率０．１％）以上としている。ここでは、最大ｔ値を３．５よ

り高い５．０前後以上に設定し、その信頼性をさらに高めて検討した。年輪パターン照合の正否は、必ず

しもコンピュータによる検出結果だけに依拠するものではなく、目視による年輪パターン照合も必ず併

せておこない、２つの方法で問題のないことを確認してから、出土木材の年代（年輪年代）を最終的に

決定することとした。

２ 結果

１）縦杓子の年輪年代

縦杓子の材種はスギ材で、原木の中心をはずして木取りされたもので、年輪数や年輪年代は第３８図に

示したとおりである。形状は心材型（心材に続く外周部の辺材が完全に失われた形状のものをいう）で

あるため、得られた年輪年代９４B.C.は上限年代であり、削除されてしまっている辺材部の年輪を勘案す

ると、少なくとも５０B.C.以降のものである可能性が高い。

第４章 木崎遺跡出土木材の年輪年代
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２）柱根の年輪年代

Ａ 舞鶴若狭自動車道

３本の柱根の樹種は２本がスギ材で、１本がヒノキ材であった。３本とも心材型であることから、原

木の正確な伐採年代を求めることはできない。３本の年輪年代のなかでもっとも新しい年輪年代は、SP

２１１の５２５年＋α層である。この年輪年代に削除されてしまった辺材部の平均年輪数（ヒノキの場合はお

よそ５０層前後）を加算すると、５７５～５８５年頃の推定年輪年代が考えられる。これに、さらに失われたで

あろう心材部の年輪を加算することになるから、年代はさらに下って推定伐採年代は６００年代前半～中

頃が想定される。

Ｂ インター線

この地区の発掘調査で出土した柱根のなかで、年代測定をおこなったのは SB０１・SP２６の１本であっ

た。樹種はヒノキ材（芯去り材）で、心材型のものであった。計測年輪数は１６１層であった。この年輪

パターンとさきの暦年標準パターン②との照合の結果は、不成立であった。そこで、他の暦年標準パタ

ーンとして、近畿地域の遺跡出土木材の年輪で作成したヒノキの暦年標準パターン（紀元前３７年～８４５

年）を使用した結果、年輪年代は５９３年＋α層と判明した。このときの最大ｔ値は４．８を示した。このｔ

値は、一応の設定基準をほぼ満たしており、目視的にも問題のないことがわかったので、相方の年輪パ

ターンの照合は成立したものとみなした。柱根は心材型であるからヒノキの辺材部の平均年輪数を約５０

層前後と考えると推定伐採年代は、６００年代の中頃以降が想定される。

以上、木崎遺跡の出土木材から得られた年輪年代は、心材型からのものであっても、この地域の土器

編年の年代的枠組みを構築するうえで参考になる年代情報として活用されるものと思われる。

註
１ 光谷拓実、田中琢、佐藤忠信 １９９０「年輪に歴史を読むー日本における古年輪学の成立―」『奈良国立文化財研究所学報』
第４８冊 同朋舎出版

第３８図 木崎遺跡出土木材の年輪年代測定結果 （NO．１～４：舞鶴若狭自動車道関係，NO．５：インター線関係）
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木崎遺跡は複合遺跡で、主な時期は弥生時代後期後半、古墳時代後期、平安時代の３時期である。以

下、各時期の木崎遺跡について、舞鶴若狭自動車道建設に伴う調査と、一般県道小浜インター線（以下、

インター線と略す）の道路改良工事に伴う調査の成果を合わせて概観し、まとめとしたい（第３９図参照）。

１ 弥生時代後期後半

木崎遺跡で出土した弥生土器は、後期後半から末にかけてのものが中心である。主な遺構としては、

舞鶴若狭自動車道関係の調査区で検出した井戸２基（SE０１・０３）があり、集落（居住域）であったと

考えられる。また、木崎遺跡の南方の丘陵上には木崎山城跡（第１図、第３図２）が所在し、後期後半

から末にかけての台状墓２基を検出している。木崎遺跡と木崎山城跡は、互いによく見える位置にあり、

木崎遺跡に居住した集団が木崎山城跡で確認した台状墓の造営に関係していた可能性が高いと考えられ

る。２つの遺跡は直線で４００～５００ｍの距離にあり、比高は約３２～４８ｍをはかる。

一方、木崎遺跡と同じ小浜平野の中央部、約４００～６００ｍ北方には、府中石田遺跡（第１図、第３図１１）

が所在する。府中石田遺跡は地域の拠点的な集落とみられ、弥生時代中期中葉から後期末にかけての方

形周溝墓５９基、掘立柱建物６９棟、周溝建物（周溝をもつ建物）１２棟などを確認している。建物は後期の

ものが主で、一部が中期に遡る可能性があると考えられている。

前述のように、木崎遺跡は後期後半から末にかけての時期を中心とする集落（居住域）であり、木崎

山城跡をその墓域（またはその一部）とすれば、居住域と墓域が離れて存在していたと推測される。一

方、府中石田遺跡では前期から古墳時代前期中葉まで断続的に造墓活動が認められ、中期から後期にか

けては墓域と居住域が隣接して存在している。両遺跡における墓域と居住域のあり方は、異なっている

ようにみえる。また、木崎遺跡では最も北方に設定した調査区の１区が当該期の集落の縁辺部と考えら

れ、府中石田遺跡では南方にある落ち込みが遺跡の南限に当たるとされている。２つの遺跡は、後期後

半の時期には半径４００ｍ圏内という狭い範囲に並存する集落であり、一連のものと捉えることも可能で

あろうが、墓域のあり方や集落の存続時期、遺跡の内容に相違がみられる。そして、これらのことが集

団差を暗示していると考えられる。現在、府中石田遺跡の北方を流れる北川は、発掘調査の結果や現地

形・小字名などから河道が絶えず変化していたと推測されている。北川もしくは北川に合流する河川の

流路の変移が、流域に住む人々の営みに与える作用は小さくないと推定されることから、このことも木

崎遺跡と府中石田遺跡との関係に何らかの影響を及ぼしていたと考えられる。

２ 古墳時代後期から終末期

インター線関係の調査区の包含層から出土した須恵器は、TK４３型式から TK２０９型式に相当するもの

が主で、６世紀第４四半期から７世紀第１四半期に比定される。また、検出した建物のうちで唯一の総

柱建物である SB０１は、柱穴から TK４３型式に相当する須恵器が出土している。SB０１の柱根の推定伐採

年代は７世紀中頃以降と鑑定されており、柱穴出土須恵器とは時期差があるが、SB０１が古墳時代後期

以降の所産であることには相違ない。当調査区では、この SB０１と軸がほぼ揃う掘立柱建物４棟を含め、

６棟の掘立柱建物を検出している。これらの掘立柱建物は、重複せずに整然と配置されており、柱穴出土
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土器などからも近似する時期の所産と推測される。

インター線関係の調査区で検出した軸をほぼ同

じくする建物群は、舞鶴若狭自動車道関係の調査

区の５区で確認した大型の掘立柱建物 SB０１とも

概ね軸が揃っている（第７表）。この大型建物は、

隔絶した規模をもち、柱穴の底面には花形状に大

きな石を設置するという特異なもので、一般的な

建物とは考えがたく、居館またはその一部の可能

性が想定できる。大型建物の時期は、柱穴から出

土した TK２０９型式に相当するとみられる須恵器

と、庇部分の柱根の推定伐採年代（第４章参照）

から、７世紀前半と考えられる。このように、イ

ンター線関係の調査区で検出した建物群と大型建

物の時期は重なる部分があり、軸も凡そ揃ってい

ることから、両者には関連があったと推測される。

以上のことから、舞鶴若狭自動車道関係の調査

区の５区からインター線の調査区にかけて建物群

が所在する一帯が、６世紀後半から７世紀代の時

期のこの遺跡の中心部であったと考えられる。ま

た、１・２区では当該期の遺構・遺物が皆無であっ

たこと、JR小浜線より南方の工事立会では遺構

・遺物とも確認できなかったことから考えれば、

当該期の遺跡の範囲は、北限が３区の自然流路 SR

０１付近、南限が JR小浜線付近と推測される。

小浜平野では、古墳時代後期から終末期にかけ

て古墳以外の調査例は少なく、府中石田遺跡で６

世紀前葉に比定される木製遺物集積土坑１基と７

世紀以降とみられる横板井籠組井戸１基が検出さ

れたこと、西縄手下遺跡で水田遺構と掘立柱建物

柱１棟が検出されたことのほかには、目立った成

果は確認できない。こうしたなかで、木崎遺跡で

建物の一群を確認した意義は大きいといえる。ま

た、木崎遺跡の南方１．５㎞圏内には、若狭地方で

最も古墳が密集する検見坂古墳群（第３図２２）や

多田古墳群（第３図１９）が所在する。これらの群

集墳は、その立地から木崎遺跡と無関係とは考え

難く、木崎遺跡で特異な性格をもつと想定できる

大型建物とそれに関連するとみられる建物群を確第３９図 調査区および遺構配置図（縮尺１／７００）
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認できたことは、上記の群集墳の基盤を含めた当地域の社会を考える上でも貴重な資料といえる。

出土遺物で注目されるものとしては、竈形土製品がある。木崎遺跡では、インター線関係の調査と舞

鶴若狭自動車道関係の調査で出土したものとを合わせると、十個体以上の竈形土製品が出土していると

推測される。非日常の宗教的祭祀において、聖なる食物を調理するための竈（１）であったとされる竈形土

製品がこれほど多く出土した遺跡は県内では他に例がなく、この遺跡の特徴としてあげることができる。

３ 平安時代

舞鶴若狭自動車道関係の調査区の３区から５区にかけては、１０世紀代の遺物が多量に出土している。

土師器の椀・皿類が最も多いが、灰釉陶器や緑釉陶器などの施釉陶器もかなりの量があり、椀・皿に加

えて壺も確認している。このほかに、木簡、灯心油痕をもつ須恵器椀、漆を塗布した土師器椀なども出

土している。なかでも特に注目される遺物は、文字資料（墨書土器・木簡）である。墨書土器４点はす

べて灰釉陶器で、内訳は「乃井村」が１点、「若栗」が２点、破損のため「栗」のみ判読できるものが

１点である。「乃井村」の「乃井」は、若狭国遠敷郡に設置された駅家「濃飯駅家」の「濃飯」の同音

異字である可能性が考えられ、遠敷郡内で初めて出土した濃飯駅家に関連するとみられる資料であるこ

とから、その所在地論争に一石を投じるものとなった。また「若栗」は、「わくり」と読めば、遺跡の

所在地の「和久里」を指すと考えることができる。「和久里」の文字が見出せる最も古い文書は、建久

７年（１１９６）６月日の『若狭国源平両家祗候輩交名案（京都東寺百合文書ホ）』であり、「若栗」が「和

久里」の同音異字であるとすれば、「わくり」という名が前述の文書に書かれる一世紀以上前から使わ

れていたことになる。木簡は４点あり、うち２点が付札木簡である。付札木簡は「乃間田」、「□□籾一

石」と判読でき、前者は前述の「乃井村」と同じ「乃」がつくことから地名をあらわしたもの、後者は

種子札と推測される。種子札は種籾の管理に使われたとみられることから、種籾や穀を管理した正倉な

どの施設が近くに存在した可能性が考えられる。以上のように、出土した文字資料や一般の集落遺跡で

はあまりみられない遺物の数々は、駅家や正倉などの公的施設の存在をうかがわせるものであった。

対して、当該期に比定される遺構は、３区で検出した柱穴列１のほかに特記すべきものがなく、前述

したような遺物の量や内容からすれば見劣りがする。また、インター線関係の調査区では１０世紀代に比

定される遺物が激減しており、舞鶴若狭自動車道関係の調査区で多数出土した緑釉陶器は全く確認でき

なかった。こうしたことから、１０世紀代の遺跡の中心は、舞鶴若狭自動車道関係の調査区（特に３区か

ら５区）の東方に展開していると考えられる。

註
１ 稲田孝司 １９７８「忌の竈と王権」『考古学研究』２５巻１号 考古学研究会

調査区 遺構名 種 別 柱配置
桁行×梁行 桁行(m) 梁行(m)

柱間寸法
桁行方向

床面積 柱穴掘方 柱 痕 柱 根
庇

桁行(m) 梁行(m) 庇を含む床面積 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 直径(m) 出土位置 直径(m)

舞鶴若狭
自動車道
5区

SB01 側柱 3以上×2 (7.8) 6.2 2.30～3.00 3.00～3.30 N19°E
(48.4)

1.50～2.18 1.36～1.80 0.28～0.46 0.37 庇 0.22～0.20 四面か
(115.0)

インター線 SB01 総柱 3×2 3.88 2.86 1.20～1.40 1.33～1.53 N69°W 11.1 0.74～1.37 0.74～1.36 0.14～0.40 0.2 母屋 0.22

インター線 SB02 側柱 3×2 3.94 3.88 1.25～1.37 1.82～2.06 N21°E 15.2 0.46～0.80 0.40～0.67 0.12～0.28 母屋 0.14～0.27

インター線 SB03 側柱か 2×－ 4.4 － 2.08～2.32 － N20°E － 0.47～0.78 0.41～0.68 0.11～0.25 0.1

インター線 SB04 側柱 2以上×2 (4.75) 3.52 2.35～2.40 1.71～1.81 N34°E (16.7) 0.47～0.78 0.41～0.68 0.11～0.25 母屋 0.14～0.18

インター線 SB05 側柱 2×1 4.83 4.57 2.41 4.57 N69°W 22.1 0.92～1.95 0.87～1.00 0.25～0.38 0.15

インター線 SB06
新段階 側柱 5×2 5.8 5.04 1.00～1.40 2.38～2.66 N67°W 29.2 0.58～0.94 0.38～0.60 0.22～0.39 母屋 0.09～0.17

インター線 SB06
古段階 側柱 5×4 5.8 4.38 1.00～1.40 0.82～1.48 N67°W

25.4
0.38～0.78 0.26～0.60 0.14～0.36 母屋 0.11 一面(北)

30.9

インター線 SB07 側柱 3×4 4.51 3.88 0.47～0.70 0.89～1.03 N60°W 17.5 0.47～0.70 0.38～0.62 0.14～0.28 0.1 母屋 0.10～0.14

第７表 掘立柱建物一覧表
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（１）調査区全景・木崎山城跡遠景（北より）

（２）調査区全景（東より）
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（１）SB01（南より）

（２）SB02（南より）
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（１）SB03（西より）

（２）SB04（北西より）
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（１）SB05（東より）

（２）SB06（東より）
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（１）SB07（南より）

（２）SK02（南より）
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（１）SB01 SP50（南より） （２）SB01 SP26（南より）

（３）SB02 SP150（東より） （４）SB02 SP03（西より）

（５）SB02 SP04（南より） （６）SB02 SP152（東より）

（７）SB02 SP05（西より） （８）SP164（南より）
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（１）SB03 SP171（東より） （２）SB03 SP172（西より）

（３）SB04 SP11（東より） （４）SB04 SP06（西より）

（５）SB04 SP402（東より） （６）SB05 SP374（西より）

（７）SP85（西より） （８）SB06 SP240（西より）
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（１）SB06 SP312（南より） （２）SB06 SP276・285（南より）

（３）SB07 SP60（西より） （４）SB07 SP58（南より）

（５）SB07 SP218（西より） （６）SB07 SP219（西より）

（７）SB07 SP63（西より） （８）SB07 SP55・SP70（南より）
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（１）SP415・416 遺物出土状況（南より）

（２）立会2区全景（西より）
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一般県道小浜インター線道路改良工事に伴う調査
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所収遺跡名

遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

木崎遺跡

ふ　り　が　な

所　在　地 市町村

コード

遺跡番号

ふ　り　が　な 北緯 東経
調査期間 調査原因

調査面積

㎡

木崎遺跡　 福井県小浜市 18204 07112
き ざ き い せ き ふくいけん お ば ま し

和久里
わ く り

35°
29′

19″

135°
45′

52″
～

20061018

20061218

540 記録保存調査

集落 弥生時代

古墳時代

平安時代

掘立柱建物

土坑

弥生土器

竈形土製品

土師器

須恵器

灰釉陶器

石器・石製品

柱根

　古墳時代後期を中心とする集落遺跡である。先に行った舞鶴若狭自動車道建設に伴
う発掘調査の際には、大規模な掘立柱建物を検出しており、今回の調査ではこれと軸
をほぼ同じくする総柱建物や掘立柱建物を確認した。これらの建物群は、その整然と
した配置から、居館とも想定できる大型掘立柱建物に関連している可能性が高いと考
えられる。

°′″°′″

要　　約
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